
『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
二
）

岩

坪

健

本
稿
は
『
三
玉
挑
事
抄
』
雑
部
の
５７９
番
か
ら
６３４
番
ま
で
を
掲
載
す
る
。
担
当
者
は
す
べ
て
本
学
博
士
課
程
前
期
課
程
在
学
者
で
、
以
下

の
通
り
で
あ
る
。
な
お
各
項
目
末
尾
の
（

）
内
に
は
、
担
当
者
の
氏
名
を
示
し
た
。

玉
越
雄
介
、
山
内
彩
香
、
梅
田
昌
孝
、
藤
原
崇
雅
、
永
田
あ
や
、
太
井
裕
子
、
倉
島
実
里
、
増
井
里
美

凡
例

一
、
翻
刻
は
原
文
の
ま
ま
を
原
則
と
し
て
、
誤
字
・
脱
字
・
濁
点
・
当
て
字
・
仮
名
遣
い
等
も
底
本
の
通
り
に
し
た
が
、
読
解
や
印
刷
の

便
宜
を
考
慮
し
て
次
の
操
作
を
行
っ
た
。

１

句
読
点
を
付
け
、
会
話
文
な
ど
は
「

」
で
括
り
、
底
本
の
旧
漢
字
・
異
体
字
・
略
体
は
通
常
の
字
体
に
改
め
た
。

２

誤
写
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
、
右
側
行
間
に
（
マ
マ
）
と
記
し
た
。

３

和
歌
の
上
に
、
通
し
番
号
（
５７９
〜
６３４
）
を
付
け
た
。

一
、﹇
出
典
﹈
の
欄
に
は
、
和
歌
と
注
釈
本
文
の
典
拠
を
示
す
。
和
歌
に
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
番
号
（
万
葉
集
は
旧
番
号
の
み
示

す
）
を
記
す
が
、
無
い
場
合
は
「
該
当
歌
な
し
」
と
表
記
し
、『
三
玉
和
歌
集
類
題
』
に
あ
れ
ば
部
立
な
ど
を
示
す
。
注
釈
本
文
が
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『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
。
略
称
『
新
編
全
集
』）、
ま
た
は
『
新
釈
漢
文
大
系
』（
明
治
書
院
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
ペ
ー
ジ
数
も
記
載
す
る
。

一
、﹇
異
同
﹈
の
欄
に
は
、
翻
刻
本
文
と
の
異
同
を
列
挙
す
る
。
た
だ
し
、
濁
点
や
送
り
仮
名
の
有
無
、
漢
字
と
仮
名
の
相
違
は
取
り
あ

げ
な
い
。
和
歌
の
本
文
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
と
、
注
釈
本
文
は
原
則
と
し
て
版
本
と
、
そ
れ
ぞ
れ
比
較
す
る
。
異
同
が
な
い
場
合
は

「
ナ
シ
」
と
記
し
、
あ
る
場
合
は
『
三
玉
挑
事
抄
』
の
本
文
│
異
文
の
順
に
列
挙
す
る
。
複
数
の
作
品
す
べ
て
に
異
同
が
な
い
場
合
は
、

書
名
を
ま
と
め
て
列
挙
し
て
、
末
尾
に
「
ナ
シ
」
と
記
す
。

○
源
氏
物
語
は
、
絵
入
り
承
応
版
本
（
略
称
『
承
応
』。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
）
と
、
北
村
季
吟
『
源
氏
物

語
湖
月
抄
』（
略
称
『
湖
月
抄
』。『
北
村
季
吟
古
註
釈
集
成
』
新
典
社
を
使
用
）
に
よ
る
。

○
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
・
枕
草
子
・
古
今
集
序
・
八
代
集
・
和
漢
朗
詠
集
は
、『
北
村
季
吟
古
註
釈
集
成
』（
新
典
社
）
に
よ
る
。

○
竹
取
物
語
は
絵
入
り
版
本
（
無
刊
記
版
。
同
志
社
大
学
所
蔵
）
に
よ
る
。

○
う
つ
ほ
物
語
は
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
年
）
補
刻
本
、
狭
衣
物
語
は
承
応
三
年
（
一
六
五
四
年
）
版
本
に
よ
り
、
い
ず
れ
も
三
谷
栄

一
『
平
安
朝
物
語
板
本
叢
書
』
有
精
堂
を
使
用
す
る
。

○
漢
籍
も
同
志
社
大
学
に
版
本
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
を
用
い
る
。
な
い
場
合
は
『
新
釈
漢
文
大
系
』
な
ど
に
よ
る
。

一
、﹇
訳
﹈
の
欄
に
は
翻
刻
本
文
の
現
代
語
訳
、﹇
考
察
﹈
の
欄
に
は
和
歌
と
典
拠
と
の
関
係
な
ど
、﹇
参
考
﹈
の
欄
に
は
参
考
資
料
な
ど

を
記
す
。

一
、
歌
題
が
同
じ
で
あ
る
和
歌
が
連
続
す
る
場
合
、
底
本
で
は
二
首
め
か
ら
の
歌
題
は
省
略
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
﹇
訳
﹈
に
限
り
す

べ
て
の
歌
に
題
を
示
し
た
。
た
だ
し
補
足
し
た
歌
題
に
は
（

）
を
付
け
て
、
底
本
に
は
な
い
こ
と
を
示
す
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈
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柏
５７９
初
瀬
山
も
ろ
こ
し
ま
て
も
あ
は
れ
ひ
の
深
き
を
わ
き
て
た
の
む
と
そ
聞

玉
か
つ
ら
の
巻
云
、「
初
瀬
な
ん
、
日
の
本
に
あ
ら
た
な
る
し
る
し
あ
ら
は
し
た
ま
ふ
と
、
も
ろ
こ
し
に
も
聞
え
有
也
」
云
々
。

河
海
抄
引
縁
起
曰
、
僖
宗
皇
帝
の
后
馬
頭
夫
人
文
宗
孫
玄

成
太
子
女
か
た
ち
の
み
に
く
き
事
を
歎
き
給
け
る
に
、
仙
人
の
教
に
よ
り
て
東
に

向
て
日
本
国
長
谷
寺
の
観
音
に
祈
請
し
給
け
る
に
、
夢
中
に
一
人
の
貴
僧
、
紫
雲
に
の
り
て
東
方
よ
り
来
て
、
手
を
の
へ
て
瓶
水

を
面
に
そ
ゝ
く
と
み
て
忽
に
容
貌
端
正
に
な
り
に
け
り
云
々
。
下
略

﹇
出
典
﹈
該
当
歌
な
し
。
源
氏
物
語
、
玉
鬘
巻
、
一
〇
四
頁
。
河
海
抄
（
玉
上
琢
彌
編
、
角
川
書
店
）、
玉
鬘
巻
、
三
八
七
頁
。

﹇
異
同
﹈『
承
応
』『
湖
月
抄
』「
日
の
本
に
│
日
の
本
の
う
ち
に
は
」「
も
ろ
こ
し
に
も
│
も
ろ
こ
し
に
だ
に
」。『
河
海
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
寺
院
）

唐
土
の
人
々
ま
で
も
が
、
初
瀬
山
の
観
音
の
深
い
お
慈
悲
を
、
と
り
わ
け
頼
み
に
し
て
い
る
と
聞
く
こ
と
だ
。

玉
鬘
の
巻
に
よ
る
と
、（
豊
後
介
が
言
う
に
は
）「
初
瀬
の
観
音
が
、
日
本
に
あ
ら
た
か
な
ご
利
益
を
お
示
し
に
な
る
と
、
唐
土
で

さ
え
評
判
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
」
云
々
。

河
海
抄
に
引
く
縁
起
に
よ
る
と
、
僖
宗
皇
帝
の
后
馬
頭
夫
人
文
宗
の
孫
。
玄

成
太
子
の
娘
。
が
容
貌
の
醜
い
こ
と
を
歎
き
な
さ
っ
て
い
る
と
、
仙
人

の
教
え
を
受
け
て
、
東
に
向
か
っ
て
日
本
国
の
長
谷
寺
の
観
音
に
祈
請
な
さ
る
と
、
夢
の
中
に
一
人
の
貴
僧
が
紫
雲
に
乗
っ
て
東

方
か
ら
来
て
、
手
を
伸
べ
て
瓶
水
を
馬
頭
夫
人
の
顔
に
注
ぐ
と
見
る
や
、
た
ち
ま
ち
美
し
い
容
貌
な
っ
た
云
々
。
下
略（

太
井
裕
子
）

５８０
初
瀬
山
か
け
て
そ
あ
ふ
く
藤
原
の
花
の
さ
か
へ
も
し
る
し
有
き
と

河
海
抄
云
、
徳
道
上
人
長
谷
寺
建
立
之
時
、
藤
原
房
前
卿
奏
聞
助
成
之
間
、
彼
聖
人
聖
朝
安
穏
藤
氏
繁
昌
乃
至
、
法
界
衆
生
の
為
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に
祈
請
之
由
、
見
縁
起
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
三
一
四
番
。
河
海
抄
（
玉
上
琢
彌
編
、
角
川
書
店
）、
玉
鬘
巻
、
三
八
七
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
河
海
抄
』「
聖
人
│
上
人
」。

﹇
訳
﹈

（
寺
院
）

初
瀬
山
に
参
詣
し
、
心
に
か
け
て
仰
ぐ
こ
と
だ
。
藤
の
花
が
盛
り
で
あ
る
よ
う
に
、
藤
原
氏
の
栄
え
も
徳
道
上
人
が
祈
っ
た
と
お
り
、

ご
利
益
が
あ
っ
た
と
。

河
海
抄
に
よ
る
と
、
徳
道
上
人
は
長
谷
寺
建
立
の
時
に
、
藤
原
房
前
卿
が
奏
聞
し
助
成
し
て
い
る
間
、
そ
の
聖
人
は
聖
朝
が
安
穏

で
藤
原
氏
が
末
永
く
繁
昌
し
て
、
法
界
衆
生
の
為
に
祈
請
し
た
と
い
う
こ
と
が
縁
起
に
見
え
る
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、
初
瀬
山
の
参
詣
で
藤
の
花
が
咲
き
誇
る
様
子
を
見
て
、
徳
道
上
人
が
藤
原
氏
の
繁
栄
を
祈
っ
た
逸
話
を
思
い
出
し
た

も
の
。

（
太
井
裕
子
）

仏
寺

５８１
よ
の
つ
ね
の
ふ
り
行
寺
の
仏
の
み
か
は
ら
ぬ
か
さ
り
光
そ
ひ
つ
ゝ

椎
本
巻
云
、
塵
い
た
う
つ
も
り
て
仏
の
み
そ
花
の
か
さ
り
お
と
ろ
へ
す
云
々
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
七
二
〇
番
。
源
氏
物
語
、
椎
本
巻
、
二
一
二
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
か
さ
り
│
か
ぎ
り
」。『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

仏
寺

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
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二
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時
が
移
ろ
う
こ
と
は
常
の
こ
と
で
あ
る
が
、
古
寺
の
仏
だ
け
は
供
養
の
花
の
飾
り
が
、
変
わ
る
こ
と
な
く
光
り
輝
い
て
い
る
こ
と
だ
。

椎
本
の
巻
に
よ
る
と
、
塵
が
た
い
そ
う
積
も
っ
て
、
仏
前
だ
け
は
供
養
の
花
の
飾
り
が
以
前
と
変
わ
ら
な
い
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
八
の
宮
の
亡
き
後
、
塵
が
積
も
り
、
花
の
飾
り
以
外
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
宮
の
居
所
の
様
子
を
描
い
た
場

面
。
当
歌
は
「
ふ
り
」
に
「
年
を
経
る
」
と
「
古
く
な
る
」
を
掛
け
て
、
過
ぎ
行
く
時
の
無
常
さ
と
仏
の
普
遍
性
を
対
比
的
に
詠
む
。

（
倉
島
実
里
）

古
寺
滝

５８２
い
ま
み
る
も
何
山
姫
の
さ
ら
す
と
も
し
ら
れ
ぬ
布
を
風
や
吹
ら
ん

伊
勢
集
云
、
龍
門
と
い
ふ
寺
に
ま
ふ
て
ゝ
、
む
月
の
十
日
あ
ま
り
に
な
ん
有
け
る
。
み
れ
は
其
堂
の
有
さ
ま
、
滝
は
雲
の
中
よ
り

お
ち
来
る
や
う
に
み
ゆ
。
仙
の
い
は
や
と
い
ふ
は
、
い
た
く
年
ふ
り
て
、
い
は
の
う
へ
の
苔
、
八
重
む
し
た
り
。
あ
は
れ
に
た
ふ

と
く
お
ほ
え
て
、
な
み
た
お
つ
る
瀧
に
お
と
ら
す
云
々
。
た
ち
ぬ
は
ぬ
き
ぬ
き
し
人
も
な
き
物
を
何
山
姫
の
布
さ
ら
す
ら
ん
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
三
二
二
番
。
伊
勢
集
（
正
保
四
年
刊
歌
仙
家
集
）、
七
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
布
を
風
や
吹
ら
ん
│
布
の
風
を
吹
く
ら
ん
」。『
伊
勢
集
』「
年
ふ
り
て
│
年
つ
も
り
て
」。

﹇
訳
﹈

古
寺
の
滝

さ
ら

ど
う
し
て
今
見
て
も
、
か
の
山
姫
が
晒
し
た
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
布
を
、
風
が
な
び
か
せ
て
吹
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

伊
勢
集
に
よ
る
と
、
龍
門
と
い
う
寺
に
参
詣
し
た
の
は
、
一
月
十
日
あ
ま
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
見
る
と
そ
の
堂
の
様
子
は
、
滝

が
雲
の
中
か
ら
落
ち
て
く
る
か
の
よ
う
に
見
え
た
。
仙
の
岩
屋
と
い
う
の
は
、
た
い
そ
う
長
く
年
を
経
て
、
岩
の
上
に
深
く
苔
む

し
て
い
た
。
感
慨
深
く
尊
い
と
思
わ
れ
て
、
感
動
の
涙
は
瀧
に
も
劣
ら
な
い
云
々
。「
裁
ち
縫
う
こ
と
を
し
な
い
衣
を
着
た
と
い
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う
、
あ
の
い
に
し
え
の
仙
人
た
ち
は
も
う
い
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
山
の
女
神
は
、
こ
の
よ
う
に
今
も
布
を
さ
ら
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
」。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
『
伊
勢
集
』
の
歌
を
踏
ま
え
、
瀧
を
山
姫
が
晒
し
た
布
に
譬
え
た
も
の
。

（
倉
島
実
里
）

寺
近
聞
鐘

柏
５８３
お
も
ふ
に
も
瓦
の
色
に
か
ね
の
声
み
る
や
さ
ひ
し
き
聞
や
か
な
し
き

都
府
楼
ハ

纔
ニ

看
二

瓦
ノ

色
一

、
観
音
寺
ハ

只
聴
二

鐘
声
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
七
一
一
番
、
一
九
九
三
番
。
菅
家
後
集
、
不
出
門
。
和
漢
朗
詠
集
、
下
、
閑
居
、
六
二
〇
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
瓦
│
尾
上
（
一
七
一
一
番
）
│
を
の
へ
（
一
九
九
三
番
）」「
聞
く
や
│
夢
や
」。『
菅
家
後
集
』『
和
漢
朗
詠

集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

寺
の
近
く
で
鐘
を
聞
く

思
っ
て
み
る
と
都
府
楼
の
瓦
の
色
は
見
て
も
寂
し
い
だ
ろ
う
か
、
観
音
寺
の
鐘
の
音
は
聞
い
て
も
悲
し
い
だ
ろ
う
か
。

大
宰
府
政
庁
の
楼
門
は
、
わ
ず
か
に
瓦
の
色
を
眺
め
る
だ
け
だ
。
観
音
寺
も
、
た
だ
鐘
の
声
を
聞
く
ば
か
り
だ
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
、
太
宰
府
に
左
遷
さ
れ
た
菅
原
道
真
の
漢
詩
を
典
拠
と
し
て
、
そ
の
地
で
虚
し
く
生
涯
を
終
え
た
道
真
の
つ
ら
い
心
情

を
思
い
や
り
詠
ま
れ
た
も
の
。

（
倉
島
実
里
）

野
寺
僧
帰

『
三
玉
挑
事
抄
』
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５８４
分
か
へ
る
袖
さ
む
か
ら
し
月
の
下
の
門
は
野
か
せ
の
吹
に
ま
か
せ
て

賈
嶋
。
鳥
ハ

宿
ス

池
―

辺
ノ

樹
。
僧
―ハ

敲
ク

月
│

下
ノ

門
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
三
四
三
番
。
詩
人
玉
屑
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
詩
人
玉
屑
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

野
の
寺
に
僧
帰
る

風
の
中
を
進
ん
で
帰
る
僧
の
袖
は
、
寒
い
こ
と
だ
ろ
う
。
月
に
照
ら
さ
れ
た
門
は
、
野
風
に
吹
か
れ
た
ま
ま
で
。

賈
島
の
詩
。
鳥
は
池
の
辺
り
の
樹
に
宿
り
、
僧
は
月
の
下
の
門
を
敲
く
。

﹇
考
察
﹈「
推
敲
」
の
出
典
は
、
五
代
・
後
蜀
の
何
光
遠
『
鑒
戒
録
』
巻
八
・
賈
忤
旨
が
初
出
。
宋
・
胡
仔
『
�
渓
漁
隠
叢
話
』
や
宋
・
魏

慶
之
『
詩
人
玉
屑
』
な
ど
に
よ
る
と
、
唐
の
詩
人
で
あ
る
賈
島
は
「
僧
推
月
下
門
」
の
句
を
作
っ
た
が
、「
推
」
を
「
敲
」
に
改
め
た

方
が
よ
い
か
ど
う
か
苦
慮
し
て
韓
愈
に
問
い
、「
敲
」
に
決
し
た
こ
と
に
よ
り
「
推
敲
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
。
当
歌
の
第
二
句

「
袖
さ
む
か
ら
し
」
は
「
さ
む
か
ら
じ
」
で
は
な
く
「
さ
む
か
る
・
ら
し
」
の
「
る
」
が
脱
落
し
た
と
解
釈
し
た
。『
詩
人
玉
屑
』
の
本

文
は
、
早
稲
田
大
学
の
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
。

（
藤
原
崇
雅
）

山
家
橋

５８５
出
し
と
は
ち
か
ふ
と
な
し
に
打
わ
た
し
い
つ
か
は
過
し
谷
の
板
は
し

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
六
八
〇
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

山
の
家
の
橋

出
る
ま
い
と
誓
っ
た
訳
で
も
な
い
が
、
ず
っ
と
谷
に
架
か
っ
て
い
る
板
の
橋
を
、
い
つ
通
り
過
ご
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

― １４１ ―
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﹇
考
察
﹈
典
拠
は
５８６
番
の
「
虎
渓
三
笑
」
の
故
事
に
同
じ
。「
打
わ
た
し
」
は
副
詞
「
う
ち
わ
た
し
」（
ず
っ
と
続
い
て
）
と
橋
を
「
渡
す
」

と
を
掛
け
る
。

（
藤
原
崇
雅
）

寄
橋
雑

５８６
谷
ふ
か
み
橋
を
過
し
の
ち
か
ひ
た
に
あ
れ
は
有
世
を
な
と
わ
た
る
ら
ん

廬
山
記
曰
、
遠
法
師
居
二

廬
阜
一

、
三
十
余
年
影
不
レ

出
レ

山
ヲ

、
跡
不
レ

入
レ

俗
。
送
テレ

客
ヲ

過
レ
ハ
二

虎
―

渓
ヲ一

、
虎
―

輙
鳴
―

号
。
昔
シ

陶
元
―

亮

居
二

栗
―

里
ニ一

、
山
―

南
ノ

陸
―

脩
―

静
、
亦
有
―

道
ノ

之
士
ナ
リ

。
遠
│

師
嘗
テ

送
二

此
ノ

二
人
ヲ一

、
与
ニ―

語
テ

道
―

合
不
シ
テ
レ

覚
、
過
レ

之
ヲ

因
テ

相
―

与
ニ

大
ニ―

笑
。
今
ノ

世
伝
二

三
笑
ノ

図
ヲ一

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
五
九
九
番
、
七
三
六
三
番
。
廬
山
記
、
仁
、
第
一
巻
、
叙
山
北
篇
第
二
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
廬
山
記
』「
遠
法
師
居
二

廬
阜
一

、
三
十
余
年
影
不
レ

出
レ

山
ヲ

、
跡
不
レ

入
レ

俗
。
送
テレ

客
ヲ

過
レ
ハ
二

虎
―

渓
ヲ一

、
虎
―

輙
鳴
―

号
。
昔
シ

陶
元
―

亮
│
虎
渓
昔
遠
師
送
客
過
此
虎
輙
号
鳴
故
名
焉
時
陶
元
亮
」。

﹇
訳
﹈

橋
に
寄
せ
る
雑
の
歌

谷
が
深
い
の
で
橋
を
通
り
過
ぎ
な
い
で
お
こ
う
と
い
う
誓
い
さ
え
あ
る
世
の
中
な
の
に
、
な
ぜ
世
渡
り
を
す
る
よ
う
に
橋
を
渡
る
の
だ

ろ
う
か
。

廬
山
記
に
よ
る
と
、
遠
法
師
は
廬
の
小
高
い
丘
に
居
り
、
三
十
余
年
も
山
を
出
た
こ
と
が
な
く
、
俗
界
に
入
っ
た
た
め
し
が
な
か

っ
た
。
客
を
送
っ
て
虎
渓
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
、
虎
の
吠
え
る
声
が
し
た
。
昔
、
陶
元
亮
は
栗
の
里
に
居
て
、
山
の
南
に
い
る
陸

脩
静
も
ま
た
道
士
で
あ
る
。
遠
法
師
は
か
つ
て
こ
の
二
人
を
送
っ
た
と
き
、
あ
ま
り
に
話
が
合
い
、
語
り
合
っ
て
し
ま
っ
た
た

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
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め
、
不
覚
に
も
境
界
線
を
過
ぎ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
互
い
に
笑
い
合
っ
た
。
今
の
世
に
は
、
こ
の
挿
話
は
三
笑
の
図
と
し
て
伝
わ

っ
て
い
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈「
遠
法
師
」
は
中
国
東
晉
の
僧
、
慧
遠
。
廬
山
の
東
林
寺
に
住
み
、
白
蓮
社
を
創
設
し
、
中
国
浄
土
宗
を
開
い
た
。
陶
元
亮
は
陶

淵
明
の
字
。
陸
脩
静
は
東
晋
末
〜
南
朝
宋
の
道
士
、
陸
修
静
。
虎
渓
は
廬
山
に
流
れ
る
川
の
名
前
で
、
俗
世
と
の
境
界
と
さ
れ
て
い

た
。

﹇
参
考
﹈『
廬
山
記
』
は
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
所
収
の
内
閣
文
庫
に
よ
る
。

（
藤
原
崇
雅
）

山
家
路

５８７
君
か
た
め
い
ま
も
道
有
し
る
へ
し
て
出
へ
き
あ
き
の
山
人
も
か
な

漢
書
。
張
良
伝
曰
、
良
曰
、「
始
上
数
在
二

急
―

困
ノ

之
中
一ニ

。
幸
ニ

用
二

臣
カ

策
一ヲ

。
今
天
下
安
―

定
ナ
リ

。
以
レ

愛
ヲ

欲
レ

易
二

太
―

子
一ヲ

。
骨
―

肉
ノ

之
間
、
雖
二

臣
等
百
人
一

、
何
―ノ

益
カ
ア
ラ
ン

」。
呂
│

沢
彊
要
シ
テ

曰
、「
為
レ

我
画
―

計
セ
ヨ

」。
良
カ

曰
、「
此
難
下

以
二

口
―

舌
一ヲ

争
上

。
顧
フ
ニ

上
有
二

所
不
レ

能
レ

到
ス
コ
ト

者
四
人
一

。
四
人
謂
、
園
公
、
綺
里
季
、
夏
黄
公
、

角
里
先
生
、
所
謂
商
山
四
皓
也
。

四
人
年
―

老
タ
リ

矣
。
皆
以
二

上
ノ

�
│

�
一レセル
ヲ

士
ヲ

、
故
ニ

逃
│二

匿
山
│

中
一ニ

。

メ
ハ

義
不
レ

為
二

漢
ノ

臣
一ト

。
然
上
高
二シ
ト
ス

此
ノ

四
人
一ヲ

。
今
公
誠
ニ

能
毋
レ

愛
二コ
ト

金
玉
璧
帛
一ヲ

。
令
レ

太
子
ヲ

為
レ

書
、
卑
レ

辞
ヲ

、
安
―

車
シ
テ

、
因
使
シ
テ
二レ

メ
ハ

弁
│

士
ヲ

固
ク

請
一ハ

、
宜
シ
ク
レ

来
タ
ス

。
以
為
レ

客
、
時
従
入
│

朝
セ
シ
メ
ン

。
令
シ
テ
二レ

上
ヲ

見
一レ

之
ヲ

、
則
一
ノ

助
ナ
リ

」。
於
レ

是
呂
―

后
、
令
レシ
テ

呂
―

沢
ヲ

使
レ

人
ヲ

奉
二

太
子
ノ

書
一ヲ

。
卑
レ

辞
、
厚
レノ

礼
ヲ

迎
二

此
ノ

四
人
一ヲ

。
四
人
至
客
二タ
リ

建
成
侯
カ

所
一ニ

云
云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
三
四
四
番
。
漢
書
（
高
木
友
之
助
・
片
山
兵
衛
『
中
国
古
典
新
書
続
編

漢
書
列
伝
』
明
徳
出
版
、
一
九
九
一

年
）、
張
良
伝
、
一
二
二
頁
。

― １４３ ―
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
漢
書
』「
以
口
舌
争
│
以
口
舌
争
也
」「
宜
シ
ク
レ

来
タ
ス

。
以
為
レ

客
│
宜
来
来
以
為
客
」「
則
一
ノ

助
ナ
リ

│

則
一
助
也
」。

﹇
訳
﹈

山
家
の
路

主
君
の
た
め
に
今
も
進
む
べ
き
道
案
内
を
し
て
、
商
山
の
四
皓
の
よ
う
に
山
か
ら
出
て
来
る
賢
者
が
い
れ
ば
な
あ
。

漢
書
の
張
良
伝
に
よ
る
と
、
張
良
は
、「
昔
、
帝
（
劉
邦
）
は
し
ば
し
ば
急
困
さ
れ
た
時
、
運
よ
く
私
の
策
を
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
天
下
は
安
定
し
て
お
り
、
愛
憎
か
ら
太
子
を
代
え
よ
う
と
な
さ
る
の
は
、
肉
親
の
情
と
し
て
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。

私
の
よ
う
な
者
が
た
と
え
百
人
い
た
と
し
て
も
、
役
に
立
た
な
い
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。
し
か
し
、
呂
沢
は
無
理
強
い
し
て
、

「
私
の
た
め
に
計
画
せ
よ
」
と
迫
っ
た
。
そ
こ
で
、
張
良
は
次
の
よ
う
に
助
言
し
た
。「
こ
れ
は
言
葉
だ
け
で
は
扱
い
難
い
問
題
で

す
。
思
う
に
、
帝
で
も
お
呼
び
で
き
な
い
四
人
の
賢
者
が
お
り
ま
す
。
そ
の
四
人
と
は
、
園
公
、
綺
里
季
、
夏
黄
公
、
角
里
先
生

の
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
商
山
の
四
皓
と
呼
ば
れ
る
者
た
ち
で
す
。
四
人
は
年
老
い
て
皆
、
帝
が
士
を
侮
蔑
す
る
の
を
敬
遠
し
て
山

中
に
隠
れ
住
み
、
筋
を
通
し
て
漢
の
家
来
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
帝
は
彼
ら
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。
今
、
あ
な

た
が
金
に
糸
目
を
つ
け
な
い
で
、
太
子
に
手
紙
を
書
か
せ
、
礼
を
尽
く
し
て
老
人
達
が
座
れ
る
よ
う
に
車
を
作
る
な
ど
の
配
慮
を

し
て
能
弁
の
士
に
招
か
せ
れ
ば
、
彼
ら
も
多
分
来
る
で
し
ょ
う
。
も
し
来
ま
し
た
ら
、
上
客
と
し
て
丁
重
に
遇
し
、
折
を
見
て
参

内
し
て
帝
に
見
え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
助
け
に
な
る
で
し
ょ
う
」。
そ
こ
で
呂
后
は
呂
沢
に
頼
み
、
使
者
を
通
じ
て

張
良
の
言
葉
通
り
に
さ
せ
、
こ
の
四
人
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
四
人
は
来
朝
し
、
建
成
侯
（
呂
沢
）
の
客
に
な
っ
た
。

﹇
考
察
﹈『
漢
書
』
張
良
伝
は
、
正
室
呂
后
の
産
ん
だ
太
子
を
廃
位
さ
せ
よ
う
と
す
る
劉
邦
に
対
抗
し
て
、
呂
后
が
張
良
に
策
を
授
け
さ
せ

る
場
面
。「
あ
き
の
山
人
」
は
商
山
の
四
皓
を
指
す
。

『
三
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事
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（
増
井
里
美
）

山
家
松

柏
５８８
朝
夕
の
烟
も
た
て
し
柴
の
庵
松
の
葉
す
き
て
あ
る
に
ま
か
せ
は

若
紫
の
巻
に
、
さ
る
へ
き
物
つ
く
り
て
す
か
せ
奉
る
云
々
。

ス
カ
ス

孟
津
抄
云
、
す
か
せ
は
食
也
。
松
の
は
す
き
て
な
と
お
な
し
事
也
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
七
四
一
番
、
二
四
二
九
番
。
源
氏
物
語
、
若
紫
巻
、
二
〇
〇
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』
ナ
シ
。『
湖
月
抄
』「
松
の
は
す
き
て
│
松
の
葉
を
す
き
て
」。

﹇
訳
﹈

山
家
の
松

あ
の
粗
末
な
柴
の
庵
で
は
、
朝
夕
の
食
事
の
た
め
の
煙
も
立
て
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
松
の
葉
を
食
べ
て
、
あ
る
に
ま
か
せ
て
暮
ら
し
て

い
る
の
で
。

若
紫
の
巻
に
は
、
し
か
る
べ
き
護
符
な
ど
を
作
っ
て
、
お
飲
ま
せ
申
し
あ
げ
る
云
々
。

孟
津
抄
に
よ
る
と
、「
す
か
せ
」
は
食
べ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
松
の
葉
す
き
て
」
な
ど
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
若
紫
の
巻
は
、
光
源
氏
が
瘧
病
で
北
山
を
訪
れ
た
場
面
。
当
歌
は
、
炊
事
を
し
な
い
の
で
煙
も
立
て
な
い
質
素
な

山
の
家
の
生
活
を
、
仙
人
の
よ
う
に
松
の
葉
を
食
べ
て
暮
ら
し
て
い
る
と
詠
ん
だ
も
の
。

﹇
参
考
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
で
は
「
松
の
葉
す
ぎ
て
」
と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
増
井
里
美
）

山
家

― １４５ ―
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５８９
住
人
は
い
か
ゝ
見
る
ら
ん
雲
は
猶
こ
ゝ
ろ
な
く
て
も
出
る
山
か
せ

雲
無
│

心
ニ
シ
テ

以
出
レ

岫
ヲ

。
帰
去
来
辞
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
七
四
八
番
。
文
選
（
文
章
篇
）
中
、
四
五
四
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
文
選
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

山
家

雲
は
や
は
り
無
心
で
あ
っ
て
も
山
中
か
ら
わ
き
お
こ
り
、
風
に
吹
か
れ
て
流
れ
出
る
が
、（
そ
の
様
子
を
）
山
人
は
ど
の
よ
う
に
見
て

い
る
だ
ろ
う
か
。

雲
は
無
心
に
山
中
の
洞
穴
を
出
て
。
帰
去
来
辞
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
無
心
の
雲
で
さ
え
山
か
ら
出
る
の
を
見
て
、
有
心
の
人
間
は
山
人
で
あ
っ
て
も
外
に
出
た
い
と
思
う
だ
ろ
う
か
、
と
詠

ん
だ
も
の
。

（
玉
越
雄
介
）

５９０
お
な
し
く
は
お
と
ろ
の
道
の
奥
も
み
て
身
の
か
く
れ
家
の
山
は
さ
た
め
ん

棘
路
註
、
見
于
秋
部
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
三
二
五
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
山
家
）

ど
う
せ
出
家
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
公
卿
と
し
て
の
出
世
の
道
を
極
め
た
後
に
、
我
が
身
の
隠
れ
家
と
す
る
山
を
定
め
よ
う
。

棘
路
の
註
は
秋
部
に
見
え
る
。（
１６１
番
歌
、
参
照
）

﹇
参
考
﹈原
露

１６１
跡
と
め
て
お
と
ろ
の
道
の
お
く
ま
て
も
露
分
み
は
や
春
日
野
の
原

周
礼
、
左
九
棘
公
卿
大
夫
、
位
シレ

焉
ニ

群
士
在
二

其
ノ

『
三
玉
挑
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抄
』
注
釈
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後
ニ一

、
右
九
棘
公
侯
伯
子
男
、
位
シレ

焉
ニ

群
吏
在
二

其
ノ

後
ニ一

。
拾
芥
抄
唐
名
部
曰
、
大
中
納
言
通
用
棘
路
。
新
古
今
集
、
俊
成
卿
、
春
日
山

お
と
ろ
の
道
の
埋
れ
水
す
ゑ
た
に
神
の
し
る
し
あ
ら
は
せ

（
玉
越
雄
介
）

５９１
深
く
い
と
ふ
身
の
か
く
れ
か
の
道
な
く
は
洞
に
も
は
つ
る
心
な
ら
ま
し

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
四
九
七
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
山
家
）

こ
の
世
を
毛
嫌
い
す
る
私
に
出
家
す
る
手
段
が
も
し
無
け
れ
ば
、
山
の
洞
穴
に
対
し
て
も
恥
ず
か
し
く
思
う
気
持
ち
が
起
こ
る
だ
ろ
う

が
。

﹇
考
察
﹈
５９２
番
歌
と
同
様
に
「
北
山
移
文
」
を
踏
ま
え
て
、
山
に
恥
じ
ら
れ
な
い
よ
う
熱
心
に
修
行
す
る
強
い
意
志
を
詠
ん
だ
歌
。

（
玉
越
雄
介
）

雑
歌
中

５９２
ふ
か
く
入
て
す
ま
ぬ
心
を
谷
に
は
ち
林
に
は
つ
る
身
の
や
と
り
か
な

北
山
移
文
。
故
ニ

其
ノ

林
ノ―

慙
無
レ

尽
ル
コ
ト

、
澗
ノ

愧
不
レ

歇
。
註
翰
曰
、
託
二

林
│

澗
一

以
申
二

其
ノ

愧
ヲ一

也
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
四
四
三
番
。
文
選
（
文
章
篇
）
中
、
三
五
五
頁
。
六
臣
註
文
選
、
巻
四
三
。
古
文
真
宝
後
集
、
二
六
九
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
文
選
』『
六
臣
註
文
選
』『
古
文
真
宝
後
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

雑
歌
の
中

奥
深
い
山
へ
と
入
っ
て
も
心
を
澄
ま
す
こ
と
が
で
き
ず
、
谷
や
林
に
恥
じ
つ
つ
も
留
ま
っ
て
い
る
我
が
身
で
あ
る
こ
と
よ
。

― １４７ ―

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
二
）



た
に

北
山
移
文
。
林
の
恥
じ
る
こ
と
は
尽
き
ず
、
澗
が
恥
じ
る
こ
と
も
尽
き
な
い
。
李
周
翰
の
注
に
よ
る
と
、
林
や
澗
が
恥
じ
る
の
に

こ
と
よ
せ
て
、
彼
の
恥
を
告
白
す
る
の
で
あ
る
。

﹇
考
察
﹈
孔
稚
珪
が
著
し
た
『
北
山
移
文
』
は
、
官
途
に
就
く
た
め
に
隠
逸
の
志
を
捨
て
、
こ
の
地
を
去
る
周
顒
を
、
北
山
の
神
霊
が
非

難
す
る
と
い
う
形
式
を
採
る
。
こ
の
場
面
は
周
顒
に
向
か
っ
て
山
や
谷
が
笑
い
嘲
り
非
難
し
、
林
や
澗
が
恥
じ
て
い
る
場
面
。

（
玉
越
雄
介
）

山
家

５９３
よ
る
の
鶴
の
思
ひ
や
そ
は
む
今
は
と
て
住
へ
き
山
の
松
の
か
せ
に
も

白
氏
文
集
、
五
絃
弾
。
第
三
第
四
絃
冷
々
、
夜
鶴
憶
子
篭
中
鳴
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
六
四
一
番
。
白
氏
文
集
、
巻
三
、
新
楽
府
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
白
氏
文
集
』（
那
波
本
）
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

山
家

夜
の
鶴
の
よ
う
な
、
私
の
我
が
子
へ
の
思
い
は
い
っ
そ
う
募
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
と
な
っ
て
は
世
を
捨
て
て
住
む
つ
も
り
の
山
で
、
松

に
吹
く
風
の
音
を
聞
く
に
つ
け
て
も
。

白
氏
文
集
、
五
絃
弾
。
第
三
、
第
四
の
絃
は
冷
え
冷
え
と
し
た
音
を
奏
で
、
夜
の
鶴
が
子
を
思
っ
て
篭
の
中
で
鳴
く
よ
う
で
あ

る
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
『
新
古
今
集
』
の
四
七
三
番
歌
も
踏
ま
え
て
、
俗
世
か
ら
離
れ
て
も
、
我
が
子
に
対
す
る
親
と
し
て
の
愛
情
が
、
松
風

の
音
に
よ
っ
て
か
き
立
て
ら
れ
て
し
ま
う
心
情
を
詠
ん
だ
も
の
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
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﹇
参
考
﹈「
虫
の
音
も
長
き
夜
あ
か
ぬ
故
郷
に
な
ほ
思
ひ
添
ふ
松
風
ぞ
吹
く
」（
新
古
今
集
、
秋
下
、
四
七
三
番
、
藤
原
家
隆
）（

永
田
あ
や
）

山
家
雨

５９４
ゆ
ふ
ま
く
れ
軒
は
の
山
に
か
へ
り
く
る
雲
も
そ
の
ま
ゝ
は
れ
ぬ
雨
か
な

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
三
三
三
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

山
家
の
雨

夕
暮
に
な
る
と
、（
い
つ
も
は
）
軒
の
す
ぐ
先
に
見
え
る
山
に
帰
っ
て
く
る
雲
も
、（
今
夜
は
）
そ
の
ま
ま
晴
れ
ず
に
雨
が
降
る
こ
と

だ
。

﹇
考
察
﹈
典
拠
は
５９５
番
歌
に
同
じ
。

（
永
田
あ
や
）

山
家

５９５
し
つ
か
な
る
わ
か
身
ひ
と
つ
の
谷
の
戸
を
隣
あ
り
と
や
雲
か
へ
る
ら
ん

雲
帰
而
岩
穴
瞑
。
酔
翁
亭
記

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
八
四
二
番
。
古
文
真
宝
後
集
、
一
六
五
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
わ
か
身
│
た
ゝ
身
」。『
古
文
真
宝
後
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

山
家

静
か
な
一
人
身
で
い
る
谷
の
入
り
口
を
、
仲
間
が
い
る
と
思
っ
て
雲
が
帰
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

― １４９ ―
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（
日
が
暮
れ
る
と
）
雲
が
山
に
帰
っ
て
岩
穴
が
暗
く
な
る
。
酔
翁
亭
記

﹇
考
察
﹈「
酔
翁
亭
記
」
は
北
宋
の
政
治
家
で
あ
る
欧
陽
脩
の
著
書
。
典
拠
は
、
朝
夕
に
山
を
漂
う
雲
を
擬
人
化
し
て
、
朝
に
山
を
出
て
夕

方
に
帰
る
と
形
容
し
た
箇
所
。
当
歌
は
、
雲
が
谷
へ
帰
っ
て
く
る
理
由
を
推
察
し
た
も
の
。「
谷
の
戸
」
は
谷
の
入
口
の
意
。

（
永
田
あ
や
）

山
家
経
年

柏
５９６
山
住
は
身
を
や
つ
し
て
も
身
そ
や
す
き
は
ち
お
ほ
か
ら
ん
命
長
さ
の

荘
子
。
見
于
秋
部
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
七
五
〇
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

山
家
で
年
を
経
る

山
に
住
む
と
、
そ
の
身
が
み
す
ぼ
ら
し
く
な
っ
て
も
心
は
穏
や
か
で
あ
る
。
長
生
き
し
て
恥
が
多
く
な
る
こ
と
に
比
べ
る
と
。

荘
子
。
秋
部
に
見
え
る
。（
２０６
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈『
荘
子
』
は
、
長
生
き
す
る
と
恥
を
か
く
こ
と
が
多
く
な
る
こ
と
を
記
し
た
部
分
。
当
歌
は
、
長
生
き
を
し
て
恥
が
多
く
な
る
よ

り
は
、
身
を
み
す
ぼ
ら
し
く
し
て
も
、
山
に
隠
居
す
る
方
が
安
ら
か
で
あ
る
、
と
い
う
山
に
住
む
利
点
を
詠
ん
だ
も
の
。

﹇
参
考
﹈『
三
玉
挑
事
抄
』
秋
部

在
明
月

２０６
お
も
へ
と
も
命
な
か
き
は
有
明
の
か
た
は
な
か
ら
に
世
を
尽
せ
と
や

荘
子
天
地
篇
曰
、
寿
キ
時
ハ

則
多
シレ

辱
。

（
梅
田
昌
孝
）

５９７
友
と
成
鳥
け
た
も
の
や
恨
ま
し
な
れ
来
し
山
を
住
も
う
か
れ
は

『
三
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挑
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抄
』
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﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
二
一
四
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
山
家
で
年
を
経
る
）

こ
れ
ま
で
友
と
し
て
き
た
鳥
や
獣
は
恨
む
で
あ
ろ
う
か
。
馴
れ
親
し
ん
だ
山
に
住
む
こ
と
も
辛
く
な
っ
た
な
ら
ば
。

﹇
考
察
﹈
典
拠
は
５９９
番
歌
に
同
じ
。

（
梅
田
昌
孝
）

山
家
嵐

５９８
よ
る
の
鶴
恨
や
せ
ま
し
山
さ
と
の
松
の
あ
ら
し
と
住
う
か
れ
な
は

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
三
四
八
番
、
六
五
六
四
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
鶴
│
露
」「
山
さ
と
の
│
山
ざ
と
を
」（
五
三
四
八
番
）「
鶴
│
鶴
の
」（
六
五
六
四
番
）。

﹇
訳
﹈

山
家
の
嵐

夜
の
鶴
は
恨
む
だ
ろ
う
か
。
山
里
の
松
の
嵐
と
共
に
住
む
こ
と
が
辛
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
。

﹇
考
察
﹈
典
拠
は
５９９
番
歌
に
同
じ
。

（
梅
田
昌
孝
）

隠
士
出
山

５９９
夜
の
鶴
恨
か
す
ら
ん
松
か
せ
を
友
な
ひ
は
て
ぬ
人
の
こ
ゝ
ろ
を

北
山
移
文
。
蕙
―

帳
空
兮
夜
―ノ

鶴
怨
ミ

、
山
―

人
去
テ

兮
暁
―ノ

猿
驚
ク

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
三
六
四
番
。
文
選
（
文
章
篇
）
中
、
三
五
三
頁
。
古
文
真
宝
後
集
、
二
六
八
頁
。
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﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
古
文
真
宝
後
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

隠
士
が
山
を
出
る

夜
の
鶴
は
恨
ん
で
い
る
だ
ろ
う
か
。
松
風
と
一
緒
に
住
ま
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
の
心
を
。

北
山
移
文
。
香
り
の
よ
い
帳
は
人
の
姿
も
な
く
、
夜
に
鳴
く
鶴
の
怨
み
の
声
が
す
る
。
山
人
は
去
っ
て
し
ま
い
、
暁
起
き
の
猿
は

驚
く
。

﹇
考
察
﹈『
北
山
移
文
』
は
、
周
子
と
い
う
隠
者
が
山
住
み
を
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
夜
の
鶴
が
恨
み
、
猿
が
驚
い
た

と
い
う
こ
と
を
記
す
。

（
梅
田
昌
孝
）

塩
屋
煙

６００
こ
れ
や
こ
の
塩
や
く
な
ら
し
夕
煙
月
と
も
い
は
し
す
ま
の
浦
波

す
ま
の
巻
。
烟
の
い
と
近
く
と
き
�
�
立
く
る
を
、
こ
れ
や
あ
ま
の
塩
や
く
な
ら
ん
と
お
ほ
し
わ
た
る
は
、
お
は
し
ま
す
う
し
ろ

の
山
に
、
柴
と
い
ふ
も
の
、
ふ
す
ふ
る
也
け
り
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
八
〇
九
四
番
。
源
氏
物
語
、
須
磨
巻
、
二
〇
七
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

海
水
を
煮
て
塩
を
作
る
家
か
ら
出
る
煙

こ
れ
こ
そ
あ
の
須
磨
の
浦
で
、
海
人
が
塩
を
焼
い
て
い
る
夕
べ
の
煙
で
あ
ろ
う
か
。
煙
で
隠
れ
て
月
が
出
て
い
る
か
ど
う
か
言
え
な
い

が
。

須
磨
の
巻
。
煙
が
す
ぐ
近
く
ま
で
と
き
ど
き
流
れ
て
く
る
の
を
、
こ
れ
が
海
人
の
塩
を
焼
く
煙
だ
ろ
う
と
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
思

『
三
玉
挑
事
抄
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っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
は
、
じ
つ
は
お
住
い
の
後
ろ
の
山
で
柴
と
い
う
も
の
を
く
す
べ
て
い
る
の
だ
っ
た
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
須
磨
へ
退
居
し
た
光
源
氏
が
、
流
れ
て
く
る
煙
を
見
て
古
歌
「
須
磨
の
海
人
の
塩
焼
く
煙
風
を
い
た
み
思
は

ぬ
方
に
た
な
び
き
に
け
り
」（
古
今
集
、
恋
四
、
七
〇
八
番
、
題
し
ら
ず
、
読
人
し
ら
ず
）
を
思
い
起
こ
す
場
面
。

（
山
内
彩
香
）

窓
竹

柏
６０１
竹
く
ら
き
窓
に
そ
お
も
ふ
た
か
宿
に
ふ
み
の
な
に
お
ふ
草
も
お
ひ
け
ん

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
六
〇
六
番
、
二
二
九
七
番
。
雪
玉
集
、
四
六
三
八
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
お
も
ふ
│
お
ほ
ふ
」（
一
六
〇
六
番
）。

﹇
訳
﹈

窓
辺
の
竹

竹
の
木
陰
で
暗
く
な
っ
た
窓
辺
で
、
も
の
思
い
に
ふ
け
る
こ
と
だ
。
誰
の
家
に
、
文
の
名
を
持
つ
草
も
生
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

﹇
考
察
﹈「
文
好
む
木
」（
梅
の
古
名
。
好
文
木
）
と
関
係
あ
る
か
。
そ
の
名
の
由
来
は
、
晉
の
武
帝
が
学
問
に
励
ん
で
い
る
時
は
梅
の
花

が
開
き
、
学
問
を
怠
る
時
は
散
り
し
お
れ
て
い
た
、
と
い
う
故
事
に
よ
る
。
た
だ
し
当
歌
の
「
文
」
を
手
紙
と
解
釈
す
る
と
、
私
の
家

に
は
手
紙
草
も
生
え
な
い
し
手
紙
も
来
な
い
、
と
読
め
る
。

﹇
参
考
﹈
底
本
に
は
和
歌
の
あ
と
、
三
行
分
の
空
白
が
あ
る
。
五
四
〇
番
歌
の
﹇
参
考
﹈
参
照
。

（
山
内
彩
香
）

田
家

６０２
も
る
庵
は
い
ふ
せ
け
れ
と
も
秋
の
田
に
色
こ
き
稲
は
に
し
き
を
そ
し
く

― １５３ ―
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夕
霧
巻
云
、
色
こ
き
稲
と
も
の
中
に
ま
し
り
て
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
四
一
四
八
番
。
源
氏
物
語
、
夕
霧
巻
、
四
四
八
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

田
舎
の
家

雨
漏
り
が
す
る
庵
は
う
っ
と
う
し
い
け
れ
ど
、
秋
の
田
に
実
る
色
の
濃
い
稲
は
錦
を
敷
い
た
よ
う
で
あ
る
。

夕
霧
巻
に
よ
る
と
、（
鹿
は
垣
根
の
す
ぐ
近
く
に
た
た
ず
ん
で
は
、
山
田
の
引
板
の
音
に
も
驚
か
ず
）
濃
く
色
づ
い
た
稲
田
の
中

に
入
り
込
ん
で
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
夕
霧
が
落
葉
の
宮
に
会
う
た
め
に
小
野
を
訪
れ
た
場
面
。
鹿
は
妻
を
思
っ
て
鳴
く
と
さ
れ
、
落
葉
の
宮
を
思

う
夕
霧
に
重
な
る
。

（
山
内
彩
香
）

木

柏
６０３
玉
つ
は
き
春
と
秋
と
の
八
千
世
を
も
花
に
そ
契
る
紅
葉
を
は
見
し

大
椿
、
八
千
歳
。
見
于
秋
部
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
六
〇
二
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

木

春
と
秋
と
が
八
千
年
ず
つ
と
い
う
計
り
し
れ
な
い
長
い
時
を
、
大
椿
の
花
に
約
束
す
る
こ
と
だ
。
そ
う
す
れ
ば
紅
葉
を
見
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。

大
椿
、
八
千
歳
。
秋
部
に
見
え
る
。（
２５１
番
歌
、
参
照
）

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
二
）

― １５４ ―



﹇
考
察
﹈『
荘
子
』
は
大
椿
と
い
う
木
が
八
千
年
を
春
、
八
千
年
を
秋
と
す
る
と
い
う
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
た
部
分
。
当
歌
は
、
椿
の

花
が
い
つ
ま
で
も
咲
き
続
け
、
花
が
散
り
紅
葉
と
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
願
っ
た
も
の
。

﹇
参
考
﹈
菊
副
齢

２５１
八
千
と
せ
の
秋
を
よ
は
ひ
の
玉
椿
契
り
か
置
し
霜
の
し
ら
菊

荘
子
曰
、
有
二

大
椿
ト
云

者
以
二

八
千
歳
一

為
レ

春
以
二

八

千
歳
一

為
レ

秋
。

（
梅
田
昌
孝
）

桐

碧
６０４
桐
の
葉
は
秋
に
そ
お
つ
る
住
鳥
も
あ
ら
は
れ
ぬ
へ
き
君
か
世
の
影

格
物
論
。
見
于
秋
部
。

﹇
出
典
﹈
碧
玉
集
、
五
七
〇
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

桐

桐
の
葉
は
秋
に
な
る
と
落
ち
て
、
桐
に
住
む
鳳
凰
も
姿
を
現
わ
す
よ
う
に
、
鳳
凰
も
き
っ
と
現
れ
る
に
違
い
な
い
我
が
君
の
御
世
で
あ

る
。

格
物
論
。
秋
部
に
見
え
る
。（
１４２
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈
典
拠
は
『
円
機
活
法
』「
飛
禽
門
」
鳳
凰
の
格
物
論
。
当
歌
は
鳳
凰
が
現
れ
る
ほ
ど
太
平
で
あ
る
世
を
讃
え
た
も
の
。

﹇
参
考
﹈
早
秋

１４２
来
る
秋
も
お
な
し
宿
り
そ
一
葉
ち
る
枝
に
の
み
住
鳥
も
こ
そ
あ
れ

格
物
論
、
鳳
ハ

瑞
応
ノ

鳥
、
太
平
ノ

世
ニ

則
見
ル

非
レ
ハ
二

梧
桐
ニ一

不
レ

栖
。

（
永
田
あ
や
）

― １５５ ―
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洞
松

６０５
住
す
て
し
人
や
い
く
世
の
石
の
と
こ
松
の
あ
ら
し
の
吹
に
ま
か
せ
て

菅
三
品
。
石
―

床
留
テレ

洞
ニ

嵐
空
―ク

払
、
玉
―

案
抛
テレ

林
ニ

鳥
独
啼
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
二
五
二
番
。
和
漢
朗
詠
集
、
巻
下
、
仙
家
付
道
士
隠
倫
、
五
四
七
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
和
漢
朗
詠
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

洞
の
松

住
ん
で
い
た
人
が
い
な
く
な
り
、
捨
て
ら
れ
た
石
造
り
の
寝
台
は
、
松
を
揺
ら
す
嵐
に
吹
か
れ
る
ま
ま
、
ど
れ
ほ
ど
の
世
を
経
た
こ
と

だ
ろ
う
か
。

菅
三
品
（
菅
原
文
時
）。
仙
人
の
寝
台
が
、
洞
穴
の
穴
の
中
に
今
な
お
残
っ
て
い
て
、
山
の
風
が
空
し
く
そ
の
上
を
吹
き
な
で
る

ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
玉
で
作
っ
た
机
は
林
間
に
捨
て
ら
れ
て
顧
み
ら
れ
ず
、
こ
こ
を
訪
れ
る
の
は
悲
し
げ
に
鳴
く
鳥
の

声
の
み
で
あ
る
。

（
玉
越
雄
介
）

松
歴
年

碧
６０６
君
か
へ
ん
松
は
高
砂
住
の
江
の
い
く
年
波
か
ち
き
り
か
け
ま
し

古
今
序
の
、
心
詞
な
る
へ
し
。

﹇
出
典
﹈
碧
玉
集
、
一
〇
六
二
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
君
か
へ
ん
│
君
か
み
む
」。

﹇
訳
﹈

松
が
年
を
経
る

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
二
）

― １５６ ―



君
が
過
ご
す
で
あ
ろ
う
年
月
は
、
高
砂
や
住
の
江
の
松
の
よ
う
に
、
何
年
も
約
束
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
よ
。

古
今
集
仮
名
序
の
、
意
味
や
言
葉
で
あ
る
だ
ろ
う
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
『
古
今
集
』
仮
名
序
の
「
高
砂
・
住
の
江
の
松
も
相
生
の
や
う
に
覚
え
」（
二
三
頁
）
と
い
う
箇
所
を
踏
ま
え
る
。

﹇
参
考
﹈「
我
見
て
も
久
し
く
な
り
ぬ
住
の
江
の
岸
の
姫
松
い
く
世
経
ぬ
ら
む
」（
古
今
集
、
巻
一
七
、
雑
歌
上
、
九
〇
五
番
）「
住
の
江
の

岸
の
姫
松
人
な
ら
ば
い
く
世
か
経
し
と
言
は
ま
し
も
の
を
」（
同
、
九
〇
六
番
）「
誰
を
か
も
知
る
人
に
せ
む
高
砂
の
松
も
昔
の
友
な
ら

な
く
に
」（
同
、
九
〇
九
番
）。

（
藤
原
崇
雅
）

苔

６０７
紅
の
塵
ふ
み
な
ら
す
跡
つ
け
は
太
山
の
苔
の
い
と
ひ
も
そ
す
る

円
機
活
法
、
仕
官
門
、
名
利
部
、
詩
句
。
貪
―

夫
袞
―

ト々
シ
テ

死
二

紅
―

塵
ニ一

。

﹇
出
典
﹈
碧
玉
集
、
二
二
七
四
番
。
円
機
活
法
、
一
二
巻
、
仕
官
門
、
名
利
部
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
円
機
活
法
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

苔

欲
深
い
男
が
赤
茶
け
た
塵
を
踏
み
な
ら
し
て
跡
を
つ
け
る
と
、（
俗
世
間
か
ら
か
け
離
れ
た
）
山
奥
の
苔
は
嫌
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

円
機
活
法
、
仕
官
門
、
名
利
部
、
詩
句
。
貪
欲
な
人
物
は
、
名
誉
と
実
利
の
奔
流
に
押
し
流
さ
れ
て
、
車
馬
の
行
き
交
い
埃
だ
ら

け
の
俗
世
間
で
死
ん
で
ゆ
く
の
だ
。

﹇
考
察
﹈「
紅
塵
」
は
赤
茶
け
た
土
埃
。
俗
世
間
を
意
味
す
る
。

﹇
参
考
﹈
典
拠
は
王
若
虚
『
�
南
遺
老
集
』
巻
四
五
、
ま
た
は
元
好
問
編
『
中
州
集
』
巻
六
に
収
め
ら
れ
た
「
題
淵
明
帰
去
来
図

五
首

― １５７ ―
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其
五
」
の
一
節
。

（
藤
原
崇
雅
）

幽
径
苔

６０８
庭
の
面
は
山
路
お
ほ
え
て
石
の
は
し
や
り
水
か
け
て
苔
生
に
け
り

白
氏
文
集
。
五
―

架
三
―

間
新
―

草
―

堂
、
石
ノ―

階
松
ノ

柱
竹
―

編
メ
ル

墻
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
二
七
五
番
。
白
氏
文
集
、
巻
一
六
、「
香
爐
峯
下
、
新
卜
二

山
居
一

、
草
堂
初
成
。
偶
題
二

東
壁
一

」、
四
二
〇
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
白
氏
文
集
』「
松
│
桂
」。

﹇
訳
﹈

静
か
な
小
径
の
苔

庭
一
面
は
山
路
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
、
石
段
に
や
り
水
を
め
ぐ
ら
し
、
苔
が
生
え
て
い
る
な
あ
。

白
氏
文
集
。
奥
行
き
は
五
架
、
間
口
は
三
間
の
新
し
い
草
ぶ
き
の
家
、
そ
れ
に
石
段
と
松
の
柱
と
竹
の
垣
根
。

﹇
考
察
﹈『
白
氏
文
集
』
は
、
白
居
易
が
、
完
成
し
た
自
分
の
草
堂
を
詠
ん
だ
部
分
。

﹇
参
考
﹈
源
氏
物
語
、
須
磨
巻
、
二
一
三
頁
。「
住
ま
ひ
た
ま
へ
る
さ
ま
、
言
は
む
方
な
く
唐
め
い
た
り
。
所
の
さ
ま
絵
に
描
き
た
ら
む
や

は
し

う
な
る
に
、
竹
編
め
る
垣
し
わ
た
し
て
、
石
の
階
、
松
の
柱
、
お
ろ
そ
か
な
る
も
の
か
ら
め
づ
ら
か
に
を
か
し
。」

（
藤
原
崇
雅
）

岩
頭
苔

柏
６０９
さ
ゝ
れ
石
の
岩
ほ
の
苔
の
行
末
は
を
の
か
緑
を
松
に
ゆ
つ
ら
ん

古
今
集
真
名
序
。
砂
―

長
シ
テ

為
レル
ノ

巌
ト

之
頌
、
洋
―

ト々
シ
テ

満
レリ

耳
ニ

。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
二
）
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﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
六
一
八
番
、
二
〇
九
四
番
。
古
今
集
、
真
名
序
、
四
二
八
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
岩
頭
苔
│
巌
頭
苔
」「
を
の
か
│
お
の
が
」。『
古
今
集
』
真
名
序
、
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

岩
の
上
の
苔

小
さ
い
さ
ざ
れ
石
が
大
き
な
巌
と
な
り
、
そ
こ
に
生
え
た
苔
の
行
く
末
は
、
苔
の
緑
色
を
松
の
常
緑
に
譲
り
、
永
久
に
栄
え
る
で
あ
ろ

う
。

古
今
集
の
真
名
序
。
さ
ざ
れ
石
が
大
岩
石
に
な
る
ま
で
の
君
の
ご
寿
命
の
長
久
を
寿
ぐ
歌
が
、
い
た
る
所
で
我
ら
の
耳
に
満
ち
て

い
る
。

﹇
考
察
﹈『
古
今
集
』
の
真
名
序
は
、
そ
の
編
纂
を
命
じ
た
醍
醐
天
皇
の
治
世
を
称
え
た
部
分
。
当
歌
は
、
古
歌
「
わ
が
君
は
千
代
に
八
千

代
に
細
れ
石
の
巌
と
成
り
て
苔
の
む
す
ま
で
」（
古
今
集
、
巻
七
、
三
四
三
番
）
も
踏
ま
え
、
苔
の
緑
色
が
永
久
不
変
を
象
徴
す
る
松

の
緑
に
移
る
と
詠
み
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
長
寿
や
慶
賀
を
寿
い
で
い
る
。

（
増
井
里
美
）

松

６１０
我
う
へ
に
こ
と
し
そ
み
つ
る
夢
の
中
の
松
の
た
め
し
よ
世
々
に
か
は
れ
る

蒙
求
云
、
呉
志
、
丁
―

固
仕
二

孫
皓
一

為
二

司
徒
一

。
呉
録
ニ

曰
、
初
固
為
二

尚
書
、
夢
三

松
生
二ス
ト

其
ノ

腹
―

上
一ニ

。
謂
レ

人
曰
、「
松
ノ

字
ハ

十
八

公
也
。
后
十
八
歳
ニ
シ
テ

、
吾
│

其
レ

為
レン

公
ト

乎
」。
卒
ニ

如
レ

夢
焉
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
五
〇
三
六
番
。
蒙
求
、
王
濬
懸
刀

丁
固
生
松
、
四
九
二
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
夢
│
草
」「
世
々
│
代
代
」。『
蒙
求
』「
呉
録
│
呉
書
」「
夢
三

松
生
二ス
ト

其
ノ

腹
―

上
一ニ

│
夢
松
樹
生
其
腹
上
」

― １５９ ―
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「
后
│
後
」。

﹇
訳
﹈

松

丁
固
の
よ
う
に
私
も
今
年
、
松
が
腹
の
上
に
生
え
た
夢
を
見
た
。
丁
固
は
そ
の
夢
解
き
の
通
り
、
十
八
年
後
に
三
公
に
な
っ
た
が
、
世

の
中
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
（
私
の
夢
は
叶
う
か
）
な
あ
。

蒙
求
に
よ
る
と
、『
呉
志
』
で
は
丁
固
は
孫
皓
に
仕
え
て
司
徒
（
丞
相
）
と
な
っ
た
。『
呉
録
』
に
よ
る
と
、
初
め
彼
が
尚
書
（
書

奏
を
司
る
官
）
だ
っ
た
時
、
松
が
腹
の
上
に
生
え
た
夢
を
見
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
そ
の
夢
を
解
い
て
人
に
、「
松
の
字
は
偏
と
旁

を
分
解
す
れ
ば
十
八
公
と
な
る
。
故
に
こ
の
松
の
夢
は
、
十
八
年
経
つ
と
自
分
が
三
公
と
な
る
正
夢
で
あ
ろ
う
」
と
語
っ
た
。
遂

に
そ
の
夢
の
通
り
、
三
公
の
一
で
あ
る
司
徒
と
な
っ
た
。

﹇
考
察
﹈
松
の
字
を
分
解
す
る
と
「
十
」「
八
」「
公
」
に
な
り
、
十
八
年
後
に
三
公
に
な
る
こ
と
を
示
す
。
当
歌
は
、
自
分
も
丁
固
の
よ

う
に
松
の
夢
を
見
た
が
、
故
事
の
よ
う
に
昇
進
す
る
か
ど
う
か
訝
っ
た
も
の
。

（
増
井
里
美
）

松
葉
不
失

６１１
露
霜
の
松
や
ふ
り
せ
ぬ
深
み
と
り
正
木
の
か
つ
ら
い
く
世
か
け
て
も

古
今
集
序
。
松
の
葉
の
ち
り
う
せ
す
し
て
、
正
木
の
か
つ
ら
な
か
く
つ
た
は
り
云
々
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
二
六
二
番
。
古
今
集
、
仮
名
序
、
三
〇
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
編
全
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

松
葉
は
失
せ
ず

露
や
霜
が
降
り
か
か
っ
て
も
古
く
な
ら
な
い
松
葉
の
深
緑
は
、
正
木
の
葛
が
伸
び
続
け
る
よ
う
に
、
ど
れ
ほ
ど
時
が
経
っ
て
も
変
わ
ら

『
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な
い
も
の
だ
。

古
今
集
の
仮
名
序
。
松
の
葉
が
散
り
失
せ
ず
、
ま
さ
き
の
葛
が
長
く
伸
び
る
よ
う
に
長
く
後
世
に
伝
わ
り
云
々
。

﹇
考
察
﹈
典
拠
は
『
古
今
集
』
が
こ
の
後
も
永
く
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
う
箇
所
。「
ふ
る
」
は
露
が
落
ち
霜
が
降
り
る
の
「
降

る
」
と
、
時
が
経
ち
松
の
葉
が
古
く
な
る
の
「
古
る
」
を
掛
け
る
。

（
玉
越
雄
介
）

竹

６１２
き
か
て
や
は
世
に
顕
れ
ん
い
か
計
声
の
あ
や
な
す
竹
は
あ
り
と
も

風
俗
通
曰
、
笛
ノ

之
所
レ

出
有
二

雲
―

夢
ノ

之
竹
、
衡
―

陽
ノ

之
幹
、
柯
―

亭
ノ

之
竹
一

云
云
。

白
氏
六
帖
曰
、
蔡
―

邕
宿
二

柯
―

亭
一

―々

屋
以
レ

竹
為
レ

椽
。
盻
テ

曰
、「
真
良
―

竹
也
」。
取
以
為
レ

笛
音
―

声
妙
―

絶
ナ
リ

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
九
四
二
番
。
円
機
活
法
、
一
七
巻
、
音
楽
門
、
笛
。
白
氏
六
帖
事
類
集
、
巻
第
一
八
、
知
音
門
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
円
機
活
法
』「
宿
二

柯
―

亭
一

―々

屋
│
宿
二

於
柯
亭
之
館
」「
盻
テ

曰
、
真
良
―

竹
│
盻
ン
テ

之
曰
良
竹
」「
妙
―

絶
ナ
リ

│
独
│

絶
」。『
白
氏
六
帖
事
類
集
』「
盻
テ

曰
真
良
―

竹
│
邕
盻
之
曰
良
竹
」「
取
以
為
レ

笛
音
―

声
妙
―

絶
ナ
リ

│
遂
請
為
笛
」。

﹇
訳
﹈

竹

ど
れ
ほ
ど
美
し
い
音
色
を
奏
で
る
竹
が
あ
っ
て
も
、（
そ
れ
を
蔡
邕
の
よ
う
に
見
つ
け
て
笛
に
し
て
）
聞
か
な
け
れ
ば
、（
名
器
は
）
こ

の
世
に
現
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

風
俗
通
義
に
よ
る
と
、
笛
の
材
料
と
し
て
は
雲
夢
の
竹
、
衡
陽
の
幹
（
し
の
だ
け
）、
柯
亭
の
竹
が
あ
る
云
々
。

白
氏
六
帖
に
よ
る
と
、
蔡
邕
が
柯
亭
に
宿
泊
し
た
際
に
、
宿
の
屋
根
の
椽
（
た
る
き
）
に
立
派
な
竹
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
を
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発
見
し
、
竹
を
睨
ん
で
「
真
に
良
い
竹
だ
」
と
言
っ
た
。
そ
の
竹
を
取
り
笛
を
作
っ
て
吹
い
て
み
る
と
、
素
晴
ら
し
い
音
色
が
し

た
。

﹇
考
察
﹈
風
俗
通
は
後
漢
の
応
劭
の
著
『
風
俗
通
義
』
の
略
。
白
氏
六
帖
は
『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
の
略
で
、
白
居
易
が
撰
述
し
た
と
さ

れ
る
全
三
〇
巻
の
類
書
。
雲
夢
、
衡
陽
、
柯
亭
は
中
国
の
地
名
で
、
笛
の
材
料
に
な
る
竹
の
名
産
地
。

（
玉
越
雄
介
）

宮
樹
影
相
連

６１３
雨
そ
ゝ
き
秋
の
時
雨
と
ふ
る
宮
の
木
の
し
た
道
そ
わ
け
ん
か
た
な
き

蓬
生
巻
云
、
あ
れ
た
る
家
の
、
木
立
し
け
く
森
の
や
う
な
る
を
過
た
ま
ふ
。
お
ほ
き
な
る
松
に
藤
の
咲
か
ゝ
り
て
月
か
け
に
な
ひ

き
た
る
、
風
に
つ
き
て
さ
と
匂
ふ
か
な
つ
か
し
く
、
そ
こ
は
か
と
な
き
か
ほ
り
也
。
橘
に
は
か
は
り
て
お
か
し
け
れ
は
さ
し
出
た

ま
へ
る
に
、
柳
も
い
た
う
し
た
り
て
、
つ
い
ひ
ち
も
さ
は
ら
ね
は
、
み
た
れ
ふ
し
た
り
。
見
し
心
地
す
る
木
立
哉
と
お
ほ
す
は
、

は
や
う
此
宮
な
り
け
り
云
々
。
中
略

御
さ
き
の
露
を
馬
の
む
ち
し
て
は
ら
ひ
つ
ゝ
入
奉
る
。
雨
そ
ゝ
き
も
、
秋
の
時
雨
め
き
て

打
そ
ゝ
け
は
、「
御
笠
さ
ふ
ら
ふ
。
け
に
木
の
下
露
は
雨
に
ま
さ
り
て
」
と
聞
ゆ
。
御
さ
し
ぬ
き
の
す
そ
は
い
た
う
そ
ほ
ち
ぬ
め

り
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
一
三
〇
番
。
源
氏
物
語
、
蓬
生
巻
、
三
四
四
頁
、
三
四
八
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
承
応
』「
な
ひ
き
た
る
│
な
よ
ひ
た
る
」「
秋
の
時
雨
│
な
を
秋
の
し
ぐ
れ
」。『
湖
月
抄
』「
秋
の
時

雨
│
な
を
秋
の
し
ぐ
れ
」。

﹇
訳
﹈

宮
の
樹
の
影
が
連
な
る

『
三
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秋
の
時
雨
の
よ
う
に
雨
の
雫
が
降
り
、
荒
れ
果
て
た
宮
へ
向
か
う
木
陰
の
道
は
跡
形
も
な
い
。

蓬
生
の
巻
に
よ
る
と
、
荒
れ
て
い
る
家
で
、
木
立
が
茂
っ
て
森
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
所
を
お
通
り
過
ぎ
に
な
る
。
大
き
な
松
に

藤
が
垂
れ
さ
が
っ
て
咲
き
ま
つ
わ
り
、
月
光
の
な
か
に
な
よ
な
よ
揺
れ
て
い
る
、
そ
れ
が
吹
く
風
と
も
に
さ
っ
と
匂
っ
て
く
る
の

が
懐
か
し
く
、
ど
こ
と
な
く
ほ
の
か
な
香
り
で
あ
る
。
橘
の
香
と
は
ま
た
異
な
っ
た
風
趣
な
の
で
、（
光
源
氏
は
）
車
か
ら
身
を

乗
り
出
し
て
御
覧
に
な
る
と
、
柳
の
枝
が
た
い
そ
う
長
く
垂
れ
て
、
築
地
も
崩
れ
て
、
乱
れ
か
か
っ
て
い
る
。
見
た
こ
と
の
あ
る

木
立
だ
と
お
思
い
な
さ
る
の
も
、
こ
れ
こ
そ
こ
の
宮
（
常
陸
宮
）
な
の
で
あ
っ
た
云
々
中
略
。（
惟
光
は
）
お
足
元
の
露
を
馬
の

鞭
で
払
い
払
い
、（
光
源
氏
を
）
お
入
れ
申
し
あ
げ
る
。
雨
の
雫
が
、
や
は
り
秋
の
時
雨
の
よ
う
に
降
り
か
か
る
の
で
、「
お
傘
が

ご
ざ
い
ま
す
。
な
る
ほ
ど
木
の
下
露
は
、
雨
に
ま
さ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
」
と
申
し
あ
げ
る
。
御
指
貫
の
裾
は
ぐ
っ
し
ょ
り

濡
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
光
源
氏
が
花
散
里
を
訪
ね
る
途
中
に
、
す
っ
か
り
荒
れ
果
て
た
常
陸
宮
邸
（
末
摘
花
の
邸
宅
）
を
目
に
す
る

場
面
と
、
そ
の
屋
敷
に
入
る
光
源
氏
と
惟
光
を
描
い
た
場
面
。
当
歌
は
第
三
句
の
「
ふ
る
」
に
、「
降
る
」
と
「
古
」
を
掛
け
る
。

（
太
井
裕
子
）

蓬

柏
６１４
す
む
や
い
か
に
松
の
木
た
か
く
な
る
陰
を
軒
に
あ
ら
そ
ふ
蓬
生
の
宿

蓬
生
の
巻
。
よ
も
き
は
軒
を
あ
ら
そ
ひ
て
お
ひ
の
ほ
る
云
々
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
六
一
二
番
。
源
氏
物
語
、
蓬
生
巻
、
三
二
九
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

蓬
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ど
の
よ
う
に
住
む
の
だ
ろ
う
か
。
松
が
高
く
生
え
て
い
る
木
陰
で
、
軒
と
争
う
ま
で
蓬
が
生
え
上
が
っ
て
い
る
荒
れ
果
て
た
住
ま
い

に
。

蓬
生
の
巻
。
蓬
は
軒
と
争
う
ま
で
高
く
生
え
あ
が
る
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
源
氏
物
語
』
は
、
光
源
氏
の
訪
れ
が
な
く
な
っ
た
常
陸
宮
邸
が
荒
れ
果
て
て
い
く
場
面
。

（
永
田
あ
や
）

名
所
鶴

同
６１５
妹
に
こ
ひ
た
か
心
と
か
な
く
鶴
も
つ
ま
よ
ひ
わ
た
る
わ
か
の
松
原

ワ
カ

シ
ホ
ヒ

ノ
カ
タ
ニ

タ

ヅ

万
葉
集
、
六
。
妹
尓
恋
吾
乃
松
原
見
渡
者
潮
干
乃
滷
尓
多
頭
鳴
渡
新
古
今
入

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
六
一
九
番
。
万
葉
集
、
巻
六
、
雑
歌
、
一
〇
三
〇
番
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
よ
ひ
わ
た
る
│
恋
ひ
わ
た
る
」。『
万
葉
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

名
所
の
鶴

妻
を
恋
し
く
思
い
、
そ
の
気
持
ち
を
誰
の
心
と
思
っ
て
か
、
鶴
も
妻
を
恋
し
く
思
い
、
鳴
き
続
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
わ
か
の
松
原

で
。

万
葉
集
、
巻
第
六
。
妻
（
光
明
皇
后
）
を
恋
し
く
思
い
、
わ
か
の
松
原
を
見
渡
す
と
、
潮
が
引
い
た
遠
浅
の
所
に
鶴
が
鳴
き
渡
っ

て
い
く
。
新
古
今
集
に
入
る

﹇
参
考
﹈『
万
葉
集
』
の
和
歌
は
天
平
一
二
年
（
七
四
〇
）、
聖
武
天
皇
が
伊
勢
国
に
行
幸
さ
れ
た
と
き
の
御
製
。『
新
古
今
集
』（
巻
一
〇
、

羇
旅
、
八
九
七
番
）
に
所
収
。

『
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（
永
田
あ
や
）

鵜

６１６
わ
た
つ
海
を
出
来
し
神
の
名
に
の
こ
す
う
の
は
を
人
の
あ
た
に
や
は
み
ん

神
代
巻
曰
、
故
彦
火
火
出
見
尊
已
還
レ

郷
、
即
以
二

鸕
�
之
羽
一

、
葺
為
二

産
屋
一

云
云
。
宜
クレ

号
二

彦
瀲
武
鸕
�
草
葺
不
合
尊
一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
三
〇
一
番
。
日
本
書
紀
、
神
代
下
、
一
七
八
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
日
本
書
紀
』「
彦
瀲
武
鸕

�
草
葺
不
合
尊
│
彦
波
瀲
武
鸕
�
草
葺
不
合
尊
」。

﹇
訳
﹈

鵜

海
か
ら
来
た
神
で
あ
る
豊
玉
姫
は
、
わ
が
子
の
名
前
に
残
し
た
鵜
の
羽
を
、（
自
分
を
垣
間
見
た
）
夫
の
不
誠
実
と
見
る
だ
ろ
う
か
。

（
い
や
、
夫
が
造
っ
た
産
屋
を
踏
ま
え
た
名
前
に
は
、
豊
玉
姫
の
気
持
ち
が
こ
も
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。）

神
代
巻
に
よ
る
と
、
そ
こ
で
彦
火
火
出
見
尊
は
、
故
郷
に
帰
り
、
鵜
の
羽
で
屋
根
を
葺
い
て
、
産
屋
を
お
造
り
に
な
っ
た
云
々
。

「
彦
瀲
武
鸕
�
草
葺
不
合
尊
と
名
付
け
な
さ
い
ま
せ
」（
と
豊
玉
姫
は
彦
火
火
出
見
尊
に
申
し
あ
げ
た
）。

﹇
考
察
﹈『
日
本
書
紀
』
は
、
彦
火
火
出
見
尊
が
豊
玉
姫
の
出
産
の
た
め
に
鵜
の
羽
で
葺
い
た
産
屋
を
造
っ
た
場
面
と
、
産
ま
れ
た
子
が
彦

波
瀲
武
鸕
�
草
葺
不
合
尊
と
名
付
け
ら
れ
た
場
面
。
当
歌
は
、
産
屋
の
屋
根
が
葺
き
終
わ
る
前
に
豊
玉
姫
が
中
に
入
っ
て
出
産
し
た

際
、
八
尋
大
鰐
に
化
身
し
て
い
る
の
を
彦
火
火
出
見
尊
に
見
ら
れ
、
恥
じ
て
海
に
帰
っ
た
話
も
踏
ま
え
て
い
る
。

（
永
田
あ
や
）

鴿

碧
６１７
山
ふ
か
み
雨
よ
り
の
ち
に
な
く
鳩
の
妻
よ
ふ
声
そ
さ
ら
に
さ
ひ
し
き
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�
雅
。
見
于
春
部
。

﹇
出
典
﹈
碧
玉
集
、
一
二
四
〇
番
。
�
雅
、
釈
鳥
、
�
鳩
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

ど
ば
と

﹇
訳
﹈

鴿

山
深
い
の
で
、
雨
が
止
ん
で
後
に
鳴
く
鳩
の
妻
を
呼
ぶ
声
は
い
っ
そ
う
寂
し
い
。

�
雅
。
春
部
に
見
え
る
。（
４２
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈『
�
雅
』
は
、
晴
れ
た
時
に
鳩
が
妻
を
呼
ぶ
こ
と
を
記
し
た
部
分
。
当
歌
は
山
奥
で
鳩
が
妻
を
呼
ぶ
声
を
聞
く
と
、
寂
し
さ
が
増

さ
る
と
詠
ん
だ
も
の
。

柏
玉

﹇
参
考
﹈
４２
折
し
も
あ
れ
花
に
雨
よ
ふ
鳩
の
声
も
色
な
き
竹
の
お
く
の
さ
ひ
し
さ

�
雅
云
、
�
―

鳩
陰
ル
時
ハ

則
�
二

逐
其
ノ

婦
ヲ一

、
晴
ル
時
ハ

則

ス

呼
レ

之
ヲ

。
語
ニ

曰
、
天
将
レ

雨
ン
ト

鳩
逐
レ

婦
。

（
梅
田
昌
孝
）

鳥

６１８
お
も
へ
人
よ
く
物
い
ふ
と
い
ふ
鳥
も
こ
ゝ
ろ
な
き
鳥
の
名
を
や
は
な
る
ゝ

曲
礼
曰
、
鸚
―

鵡
能
ク―

言
ヘ
ト
モ

不
レ

離
二

飛
鳥
一

。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
八
四
八
番
。
礼
記
、
曲
礼
上
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
礼
記
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

鳥

人
々
よ
、
考
え
て
み
な
さ
い
。
人
語
を
話
す
鸚
鵡
と
い
う
鳥
も
、
風
流
心
の
な
い
鳥
と
い
う
名
か
ら
離
れ
る
だ
ろ
う
か
。

曲
礼
に
よ
る
と
、
鸚
鵡
は
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
鳥
類
を
離
れ
な
い
。

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
二
）

― １６６ ―



﹇
考
察
﹈
人
語
を
言
う
鸚
鵡
も
鳥
類
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
、
と
述
べ
た
『
礼
記
』
を
踏
ま
え
て
、
当
歌
も
風
流
心
を
解
さ
な
い

鳥
類
に
し
か
す
ぎ
な
い
と
詠
ん
だ
も
の
。

（
梅
田
昌
孝
）

柏
６１９
う
ら
や
ま
し
鳥
す
ら
む
は
ら
か
ら
た
ち
の
さ
か
し
き
世
に
は
住
ん
と
も
せ
す

後
漢
書
曰
、
考
―

城
ノ

令
王
―

渙
、
署
レ

覧
為
二

主
―

簿
ト一

、
謂
曰
、「
主
簿
問
二

陳
元
之
過
一

、
不
レ

罪
而
化
スレ

之
ヲ

。
得
ン
ヤ
レ

無
コ
ト
ヲ

レ

少
二

鷹
―

�
之

志
ヲ一

耶
」。
覧
曰
、「
鷹
�
ハ

不
レ

如
二

鸞
鳳
一

」、
渙
謝
シ

遣
シ
テ

曰
、「
枳
│

棘
ハ

非
二

鸞
―

鳳
ノ

所
一レ

棲
、
百
―

里
豈
ニ

大
賢
ノ

之
路
ナ
ラ
ン
ヤ

」
云
云
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
六
三
〇
番
。
後
漢
書
（
吉
川
忠
夫
訓
注
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）、
循
吏
列
伝
第
六
六
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
後
漢
書
』「
考
―

城
ノ

令
王
―

渙
│
考
城
令
河
内
王
渙
、
政
尚
厳
猛
、
聞
覧
以
徳
化
人
」「
署
レ

覧
為
二

主
―

簿
ト一

│
署
為
主
簿
」「
謂
曰
│
謂
覧
曰
」「
主
簿
問
二

陳
元
之
過
一

│
主
簿
聞
陳
元
之
過
」「
覧
曰
、
鷹
�
ハ

不
レ

如
二

鸞
鳳
一

│
覧
曰
以
為
鷹
�

不
若
鸞
鳳
」。

﹇
訳
﹈

（
鳥
）

う
ら
や
ま
し
い
な
あ
。
鳳
凰
で
さ
え
、
茨
や
か
ら
た
ち
の
よ
う
な
険
し
い
世
に
は
住
も
う
と
も
し
な
い
。

後
漢
書
に
よ
る
と
、
考
城
の
長
官
で
あ
る
王
渙
は
、
覧
を
主
簿
（
帳
簿
を
管
理
し
て
庶
務
を
司
る
官
）
に
し
た
。
王
渙
が
（
覧

に
）
言
う
こ
と
に
は
、「
主
簿
は
陳
元
の
過
ち
（
不
孝
）
を
聞
き
、
罰
せ
ず
に
従
わ
せ
た
。
猛
禽
の
よ
う
な
志
を
欠
い
て
い
る
」

と
。
覧
は
、「
思
う
に
、
猛
禽
は
神
鳥
（
鳳
凰
）
に
及
び
ま
せ
ん
」
と
言
っ
た
。
王
渙
は
、
覧
を
主
簿
の
職
か
ら
引
き
取
ら
せ
て
、

「
い
ば
ら
は
神
鳥
の
住
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
百
里
（
王
渙
と
覧
が
働
く
県
の
譬
え
）
は
ど
う
し
て
優
れ
た
賢
人
の
道
で
あ
ろ
う

か
、
い
や
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
」
云
云
。

― １６７ ―
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﹇
考
察
﹈『
後
漢
書
』
循
吏
列
伝
の
「
循
吏
」
と
は
、
法
に
忠
実
で
よ
く
人
民
を
治
め
る
役
人
の
こ
と
。
こ
こ
は
仇
覧
の
才
知
溢
れ
る
発
言

に
王
渙
が
感
服
し
た
場
面
。
当
歌
は
王
渙
の
発
言
「
枳
│

棘
ハ

非
二

鸞
―

鳳
ノ

所
一レ

棲
」
に
よ
り
、
鳳
凰
す
ら
住
ま
な
い
過
酷
な
世
に
暮
ら
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
の
運
命
を
嘆
い
た
も
の
。

（
山
内
彩
香
）

碧
６２０
お
さ
ま
れ
る
道
を
し
る
て
ふ
鳥
も
今
あ
ら
は
れ
ぬ
へ
き
時
や
き
ぬ
ら
む

格
物
論
。
見
于
桐
歌
註
。

﹇
出
典
﹈
三
玉
和
歌
集
類
題
、
鳥
。﹇
異
同
﹈『
三
玉
和
歌
集
類
題
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
鳥
）

国
が
穏
や
か
に
な
る
道
を
知
る
と
い
う
鳳
凰
も
、
今
ま
さ
に
現
わ
れ
る
時
が
来
た
の
だ
ろ
う
か
。

格
物
論
。
桐
の
歌
の
注
に
見
え
る
（
６０４
番
歌
、
参
照
）。

﹇
考
察
﹈
歌
中
の
「
鳥
」
は
桐
に
住
み
、
良
い
政
治
が
行
わ
れ
る
瑞
祥
と
し
て
現
れ
る
と
い
う
鳳
凰
。
格
物
論
と
は
『
古
今
合
璧
事
類
備

要
』
に
あ
る
、
宋
代
の
謝
維
新
選
の
百
科
事
典
の
類
で
、
内
容
は
天
文
・
地
理
か
ら
君
道
・
臣
道
、
鳥
獣
、
香
茶
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
、
各
項
目
に
「
格
物
総
論
」
と
い
う
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
山
内
彩
香
）

６２１
お
や
を
思
ふ
心
わ
す
る
な
か
ら
す
て
ふ
鳥
も
む
は
玉
の
よ
は
に
な
く
な
り

張
華
禽
経
曰
、
慈
烏
ハ

孝
―

鳥
、
長
ス
ル
時
ハ

則
反
二―

哺
ス

其
ノ

母
ニ一

。

慈
烏
夜
啼
、
白
居
易
。
慈
烏
失
二

其
ノ

母
ヲ一

。
唖
―

ト々
シ
テ

吐
二

哀
音
ヲ一

。
昼
夜
不
飛
去
一

。
経
レ

年
守
二

故
―

林
一

。
夜
―

々
夜
―

半
ニ

啼
ク

。
聞
ク

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
二
）

― １６８ ―



者
為
ニ

沾
スレ

襟
ヲ

。
下
略

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
二
七
八
番
。
張
華
禽
経
（
四
庫
全
書
）、
六
八
〇
頁
。
白
氏
文
集
（
白
楽
天
全
詩
集
１
）、
八
〇
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
禽
経
』『
白
氏
文
集
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
鳥
）

親
を
思
う
心
を
忘
れ
る
な
。
烏
と
い
う
鳥
も
夜
半
に
（
亡
き
母
を
偲
ん
で
）
鳴
く
そ
う
だ
。

張
華
禽
経
に
よ
る
と
、
慈
烏
は
孝
の
鳥
で
あ
る
。
成
長
す
れ
ば
そ
の
母
を
養
う
。

「
慈
烏
夜
啼
」
白
居
易
。
慈
烏
が
そ
の
母
の
死
に
あ
い
思
慕
し
て
哀
鳴
し
、
昼
も
夜
も
飛
び
去
ら
な
い
。
年
を
経
て
も
住
み
慣
れ

た
林
を
去
る
に
忍
び
ず
、
毎
夜
夜
半
に
な
る
と
哀
し
み
鳴
く
の
で
、
聞
く
者
は
み
な
涙
を
流
し
た
。
下
略

（
山
内
彩
香
）

竹
裏
雀

柏
６２２
村
す
ゝ
め
わ
か
家
は
と
の
陰
し
む
る
竹
を
あ
ら
そ
ふ
夕
く
れ
の
こ
ゑ

夕
顔
巻
の
詞
、
春
部
に
見
え
た
り
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
〇
六
八
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
こ
ゑ
│
空
」。

﹇
訳
﹈

竹
や
ぶ
の
裏
に
い
る
雀

夕
暮
れ
に
な
る
と
、
群
が
っ
て
い
る
雀
と
わ
が
家
の
家
鳩
と
が
、
竹
や
ぶ
の
陰
で
（
今
夜
の
ね
ぐ
ら
を
）
取
り
合
っ
て
争
っ
て
い
る
声

が
聞
こ
え
る
。

夕
顔
の
巻
の
言
葉
は
、
春
の
部
に
見
え
て
い
る
。

― １６９ ―
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﹇
考
察
﹈「
夕
顔
巻
の
詞
、
春
部
に
見
え
た
り
」
と
あ
る
が
、
本
書
の
四
季
の
部
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
当
歌
の
内
容
か
ら
す
る
と
、「
竹

の
中
に
家
鳩
と
い
ふ
鳥
の
ふ
つ
つ
か
に
鳴
く
を
聞
き
た
ま
ひ
て
」（
源
氏
物
語
、
夕
顔
の
巻
、
一
八
七
頁
）
が
出
典
で
あ
ろ
う
。

（
藤
原
崇
雅
）

河
辺
鳥

同
６２３
こ
ゝ
に
か
も
わ
た
す
か
い
か
に
宇
治
川
の
す
さ
き
に
た
て
る
鵲
の
は
し

浮
舟
巻
云
、
さ
む
き
洲
さ
き
に
た
て
る
鵲
の
す
か
た
も
、
所
か
ら
は
い
と
お
か
し
う
見
ゆ
る
に
、
宇
治
橋
の
は
る
�
�
と
見
わ
た

さ
る
ゝ
に
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
六
二
二
番
。
源
氏
物
語
、
浮
舟
巻
、
一
四
五
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
承
応
』『
湖
月
抄
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

河
辺
の
鳥

宇
治
川
の
洲
崎
に
た
た
ず
む
鵲
は
、
こ
こ
に
も
橋
を
ど
の
よ
う
に
し
て
渡
す
の
だ
ろ
う
か
。

浮
舟
巻
に
よ
る
と
、
寒
々
と
し
た
洲
崎
に
た
た
ず
む
鵲
の
姿
も
、
場
所
が
場
所
と
て
風
情
の
あ
る
眺
め
で
あ
る
が
、
宇
治
橋
が
は

る
か
遠
く
ま
で
見
渡
さ
れ
る
と
こ
ろ
へ
。

﹇
考
察
﹈
浮
舟
の
巻
は
、
浮
舟
が
匂
宮
と
の
関
係
が
露
見
し
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
な
が
ら
薫
と
逢
っ
て
い
る
場
面
で
、
宇
治
河
畔
の
情

景
を
描
写
し
た
部
分
。
当
歌
は
、
七
夕
の
日
に
だ
け
天
の
川
に
鵲
の
橋
が
架
け
ら
れ
織
姫
と
彦
星
が
出
会
う
こ
と
、
ま
た
宇
治
橋
が
何

度
も
掛
け
直
さ
れ
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
い
る
。

（
増
井
里
美
）

虫
『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
二
）

― １７０ ―



同
６２４
程
�
�
に
み
る
そ
か
な
し
き
蛛
の
ゐ
の
そ
れ
に
も
か
ゝ
る
む
し
の
い
の
ち
よ

勝
非
録
曰
、
王
―

守
―

一
自
ラ

称
二

中
―

南
―

山
布
―

衣
ト一

、
売
二

薬
ヲ

於
洛
陽
ノ

市
ニ一

。
嘗
テ

携
二

一
柱
杖
ヲ一

。
毎
レ

見
二

蛛
網
一

必
ス

以
レ

杖
毀
―

裂
尽

争
、
而
シ
テ
―

后
ニ

已
ム

。
或
問
レ

之
ヲ

曰
、「
天
│

地
ノ

之
間
飛
―

走
ノ

之
属
捕
―

逐
搏
―

撃
、
固
ニ

非
二

一
物
一

。
均
ク

為
二

口
腹
一

、
以
養
二

性
―

命
ヲ一

。

独
リ

蜘
―

蛛
結
レ

網
帳
レ

羅
、
設
二

机
―

巧
一

以
テ

害
二

物
ノ

命
ヲ一

。
吾
是
ヲ―

以
テ

悪
ン
ス
レ

之
ヲ

」
云
云
。
見
于
活
法
、
蜘
蛛
部
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
六
三
六
番
。
円
機
活
法
、
二
四
之
巻
、
昆
虫
門
、
蜘
蛛
部
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
み
る
そ
か
な
し
き
│
み
る
に
は
か
な
し
」、「
蛛
の
ゐ
の
│
蛛
の
い
の
」。『
円
機
活
法
』「
勝
非
録
曰
│
勝
非

録
」「
中
―

南
―

山
│
中
山
」「
嘗
携
│
携
」「
独
リ

蜘
―

蛛
│
独
蛛
」。

﹇
訳
﹈

虫

ど
の
虫
を
見
て
も
悲
し
い
な
あ
。
蜘
蛛
の
巣
に
も
掛
か
る
虫
の
命
よ
。

勝
非
録
に
よ
る
と
、
王
守
一
は
自
ら
中
南
山
の
布
衣
（
平
民
）
と
称
し
、
薬
を
洛
陽
の
市
に
売
る
。
か
つ
て
よ
り
一
柱
の
杖
を
携

え
て
い
る
。
蜘
蛛
の
巣
を
見
る
た
び
に
、
必
ず
杖
で
払
い
尽
く
し
争
っ
て
、
そ
の
の
ち
に
止
め
る
。
あ
る
人
が
こ
の
振
る
舞
い
に

つ
い
て
問
う
と
、
答
え
て
言
う
に
は
、「
こ
の
世
の
生
物
は
全
て
他
の
生
物
を
捉
え
捕
ま
え
て
い
て
、
そ
れ
は
蜘
蛛
に
限
っ
た
こ

と
で
は
な
い
。
全
て
の
生
物
は
均
し
く
口
腹
を
満
た
し
、
命
を
養
っ
て
い
る
。
た
だ
、
蜘
蛛
の
み
が
糸
を
張
り
巣
を
巧
み
に
作

り
、
他
の
生
物
の
命
を
害
し
て
い
る
。
私
は
そ
う
い
う
訳
で
蜘
蛛
を
憎
ん
で
い
る
の
だ
」
云
云
。
円
機
活
法
の
蜘
蛛
の
部
に
見
え

る
。

（
藤
原
崇
雅
）

熊

― １７１ ―
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６２５
し
ら
し
か
し
只
い
た
つ
ら
に
狩
人
の
熊
に
も
あ
ら
ぬ
え
も
の
あ
り
と
も

ス

エ
モ
ノ
ア
ラ
ン
ト

六
韓
曰
、
文
王
将
ニレ

田
セ
ン
ト

。
史
―

編
布
レ

卜
ヲ

曰
、「
田
リ
セ
ハ

二

於
渭
―

陽
ニ一

、
将
ニ二

大
得
一

焉
。
非
レ

龍
、
非
レ

�
、
非
レ

虎
、
非
レ

熊
。
兆
得
ン二

公
侯
ヲ一

」。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
三
〇
七
番
。
蒙
求
、
呂
望
非
熊
、
一
五
〇
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』「
し
ら
し
か
し
│
し
ら
じ
ら
し
」。『
蒙
求
』「
熊
│
羆
」。

﹇
訳
﹈

熊

知
ら
な
い
だ
ろ
う
よ
。
た
だ
む
な
し
く
狩
り
を
す
る
人
に
、
熊
で
も
な
い
獲
物
が
あ
っ
た
と
し
て
も
。

六
韓
に
よ
る
と
、
周
の
文
王
が
猟
に
出
よ
う
と
し
、
太
史
の
編
が
亀
の
甲
を
並
べ
焼
き
、
占
っ
て
申
し
あ
げ
た
。「
渭
水
の
北
に

狩
り
を
す
れ
ば
、
大
き
な
獲
物
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
龍
で
も
な
く
み
ず
ち
で
も
な
く
、
虎
で
も
熊
で
も
な
い
。（
割
れ

た
形
に
よ
れ
ば
）
公
侯
た
る
人
物
を
得
る
で
あ
ろ
う
」。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
文
王
が
狩
で
公
侯
を
得
た
よ
う
に
、
意
外
な
獲
物
が
あ
っ
て
も
気
づ
か
な
い
狩
人
を
詠
ん
だ
も
の
。

（
藤
原
崇
雅
）

牛

６２６
時
な
ら
て
あ
ゆ
く
日
影
を
い
か
に
と
も
と
ふ
人
な
き
も
う
し
や
世
の
中

漢
書
。
丙
吉
伝
ニ

曰
、
吉
又
嘗
テ

出
逢
二

清
レ

道
群
―

闘
者
死
―

傷
シ
テ

横
一レ

道
。
吉
過
レ

之
ヲ

不
レ

問
。
掾
―

吏
独
リ

怪
レ

之
ヲ

。
吉
前
行
逢
二

人
逐
レ

牛
、
―々

喘
テ

吐
一レ

舌
ヲ

。
吉
止
駐
。
使
二レシテ

騎
―

吏
ヲ

問
一

、「
逐
レ

牛
ヲ

行
コ
ト

幾
―

里
ソ

矣
」。
掾
―

吏
独
リ

謂
ク

、
丞
―

相
前
―

後
失
レ

問
ヲ

。
或
以
譏
レル

吉
ヲ

。
吉
カ

曰
、「
民
ノ

闘
相
殺
―

傷
、
長
安
ノ

令
、
京
兆
ノ

尹
職
所
レ

当
二

禁
―

備
逐
―

捕
一

。
歳
―ノ

竟
ニ

丞
―

相
課
二シ
テ

其
ノ

殿
―

最
一ヲ

奏
シ
テ

行
二

賞
―

罰
一ヲ
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而
已
。
宰
―

相
ハ

不
レ

親
二ラ
セ

小
―

事
一ヲ

。
非
レ

所
レ

当
二

於
道
―

路
問
一

也
。
方
春
少
―

陽
用
レ

事
未
レタ

可
二

太
タ

熱
一

。
恐
―ク
ハ

牛
ノ

近
―

行
用
レ

暑
故
ニ

喘
ン
コ
ト
ヲ

。
此
時
―

気
失
レ

節
、
恐
ク
ハ

有
レ

所
二

傷
―

害
一

也
。
三
公
ハ

典
レ

調
二―

和
陰
―

陽
一ヲ

。
職
所
当
憂
。
是
―ヲ

以
テ

問
レ

之
」。
掾
吏
乃
―

服
ス

云

云
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
八
〇
六
六
番
。
漢
書
、
丙
吉
伝
、
六
三
八
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
漢
書
』（
四
庫
全
書
）「
太
タ
熱
│
大
熱
」「
職
所
当
憂
│
職
当
憂
」。

﹇
訳
﹈

牛

時
節
に
合
わ
な
い
で
揺
れ
る
牛
の
影
を
、
ど
う
し
た
の
だ
と
問
う
丙
吉
の
よ
う
な
人
が
い
な
い
の
も
、
つ
ら
い
世
の
中
で
あ
る
な
あ
。

漢
書
の
丙
吉
伝
に
よ
る
と
、
丙
吉
は
ま
た
あ
る
時
外
出
し
、
露
払
い
に
先
行
し
た
者
ど
も
が
乱
闘
し
て
い
る
の
に
行
き
逢
っ
た
。

死
傷
者
が
道
に
横
た
わ
っ
て
い
た
の
に
、
丙
吉
は
そ
の
場
を
通
り
過
ぎ
て
、
何
ご
と
も
問
わ
な
か
っ
た
。
掾
吏
は
密
か
に
そ
の
こ

と
を
訝
っ
た
。
丙
吉
が
前
に
進
ん
で
行
く
と
、
人
が
牛
を
追
っ
て
い
て
、
牛
が
喘
い
で
舌
を
吐
い
て
い
る
の
に
出
逢
っ
た
。
丙
吉

は
馬
を
と
め
、
騎
馬
の
役
人
に
命
じ
「
牛
を
追
っ
て
何
里
来
た
の
か
」
と
問
わ
せ
た
。
掾
吏
は
密
か
に
、
丞
相
は
、
前
で
は
問
う

べ
く
し
て
問
わ
ず
、
後
で
は
問
わ
ず
も
が
な
の
こ
と
を
問
い
、
前
後
を
と
り
ち
が
え
て
い
る
と
思
っ
た
。
丙
吉
を
悪
口
す
る
者
さ

え
い
た
。
丙
吉
は
言
っ
た
。「
民
が
乱
闘
し
て
殺
傷
し
あ
う
の
は
、
長
安
令
や
京
兆
尹
が
職
務
と
し
て
、
こ
れ
を
禁
止
防
備
し
追

跡
逮
捕
す
べ
き
で
あ
る
。
丞
相
は
歳
末
に
彼
ら
の
殿
最
（
優
れ
た
功
績
と
そ
れ
程
で
も
な
い
功
績
）
を
評
定
し
、
奏
上
し
て
賞
罰

を
行
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
宰
相
た
る
者
は
自
分
自
身
で
は
小
事
を
手
が
け
ず
、
そ
う
し
た
こ
と
を
道
路
で
問
う
べ
き
で
は
な

い
。
今
ま
さ
に
春
は
少
陽
の
気
が
支
配
す
る
時
節
ゆ
え
、
ま
だ
甚
だ
し
い
暑
さ
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
牛

わ
ざ
わ
い

は
近
距
離
を
歩
ん
で
も
暑
熱
の
た
め
に
は
喘
ぐ
か
も
し
れ
ず
、
こ
れ
は
時
候
が
季
節
を
失
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
傷
害
の
起
こ
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る
こ
と
を
恐
れ
る
の
で
あ
る
。
三
公
は
陰
陽
を
調
和
す
る
こ
と
を
つ
か
さ
ど
り
、
職
責
上
、
憂
慮
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
事
が
ら
で

あ
る
ゆ
え
、
こ
れ
を
問
う
た
の
で
あ
る
」
と
。
す
る
と
掾
吏
は
丙
吉
の
こ
と
ば
に
承
服
し
た
云
々
。

﹇
考
察
﹈『
漢
書
』
は
、
丙
吉
が
丞
相
た
る
自
分
の
職
責
を
弁
え
て
い
る
こ
と
を
称
賛
し
た
部
分
。「
う
し
」
は
「
牛
」
と
「
憂
し
」
の
掛

詞
。

﹇
参
考
﹈『
蒙
求
』「
王
承
魚
盗

丙
吉
牛
喘
」
に
も
類
話
が
見
え
る
。

（
増
井
里
美
）

淵
亀

６２７
淵
よ
り
も
深
し
や
釣
に
か
ゝ
る
か
め
の
は
な
て
る
ぬ
し
を
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
は

捜
神
記
曰
、
毛
―

宝
見
三

人
ノ

釣
テ

得
二

白
―

亀
一ヲ

、
贖
テ

而
放
二ツ

之
江
中
一ニ

。
宝
後
為
レ

将
、
戦
―

敗
テ

没
レ

江
。
如
レ

躡
二

著
ヌ
ル
カ

物
一ヲ

漸
―

浮
テ

至
レ

岸
ニ

。
宝
視
レレ
ハ

之
ヲ

、
乃
昔
―

日
所
レノ

放
亀
也
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
三
〇
二
番
。
事
類
賦
（
四
庫
全
書
）
巻
二
八
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
事
類
賦
』「
毛
―

宝
見
│
毛
宝
行
於
江
見
」「
人
ノ

│
漁
夫
」「
白
―

亀
一ヲ

、
│
一
白
亀
」「
贖
テ

而
│
宝
贖

而
」「
放
二ツ

之
江
中
一ニ

。
│
放
之
」「
宝
後
為
レ

将
│
後
於
�
城
」「
没
レ

江
│
投
江
」「
如
レ

躡
二

著
ヌ
ル
カ

物
一ヲ

漸
―

浮
テ

│
有
物
載
之
漸
得
」「
宝

視
レレ
ハ

之
ヲ

、
│
視
之
」「
昔
―

日
│
昔
」「
放
亀
也
│
放
白
亀
」。

﹇
訳
﹈

淵
の
亀

淵
よ
り
も
深
い
な
あ
。
釣
り
に
か
か
っ
て
釣
ら
れ
た
亀
が
、
自
分
を
放
し
て
く
れ
た
主
人
を
思
う
心
は
。

捜
神
記
に
よ
る
と
、
毛
宝
は
人
が
白
亀
を
釣
っ
た
の
を
見
て
、
こ
の
亀
を
買
っ
て
江
に
放
し
て
や
っ
た
。
毛
宝
が
後
に
将
と
な
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り
、
戦
に
敗
れ
て
江
に
没
し
た
と
き
、
足
が
着
い
て
物
を
踏
ん
だ
よ
う
に
な
り
、
だ
ん
だ
ん
と
浮
き
上
が
っ
て
岸
に
た
ど
り
着
い

た
。
毛
宝
が
こ
の
踏
ん
で
い
た
物
を
見
る
と
、
そ
れ
は
昔
放
し
て
や
っ
た
亀
で
あ
っ
た
。

﹇
参
考
﹈「
捜
神
記
曰
」
と
あ
る
が
『
捜
神
記
』
に
毛
宝
の
話
は
な
い
。『
捜
神
後
記
』
巻
一
〇
に
類
話
が
あ
る
が
、
本
文
異
同
が
多
い
。

こ
の
部
分
に
最
も
近
い
の
は
『
事
類
賦
』（
６３１
番
歌
、
参
照
）
に
引
か
れ
た
『
捜
神
記
』
の
記
事
で
あ
る
。
な
お
、『
蒙
求
』
の
「
楊
宝

黄
雀

毛
宝
白
亀
」
に
も
類
話
が
見
え
、『
蒙
求
』
の
古
注
は
『
捜
神
記
』
を
出
典
と
す
る
。
ま
た
、『
和
漢
朗
詠
集
』
下
、
白
、
八
〇

〇
番
に
も
「
毛
宝
亀
帰
寒
浪
底
」
と
あ
る
。

（
増
井
里
美
）

虎

碧
６２８
ま
こ
と
な
き
世
の
こ
と
は
り
を
し
ら
せ
て
や
市
な
る
と
ら
の
名
に
は
立
ら
ん

イ
ナ

韓
非
子
。
龐
―

共
与
二

太
子
一

質
タ
リ
二

於
耶
―

鄲
ニ一

。
謂
二

魏
王
一

曰
、「
今
一
人
言
ハ二

市
ニ

有
リ一レ

虎
、
信
セ
ン
カ

乎
」。
曰
、「
否
」。「
二
人
言
ハ

信
セ
ン
ヤ

乎
」。
曰
、「
否
」。「
三
人
言
ハ
ヽ

王
信
セ
ン
カ

乎
」。
曰
、「
寡
―

人
信
セ
ン

之
ヲ

」。
龐
―

共
曰
、「
夫
レ

市
ニ

無
キ
ハ
レ

虎
明
カ

也
矣
。
而
シ
テ

三
―

人
言
ヘ
ハ

成
二

市
虎
ヲ一

。
願
ク
ハ

王
察
セ
ヨ
レ

之
ヲ

」。

﹇
出
典
﹈
碧
玉
集
、
一
二
四
五
番
。
韓
非
子
、
上
、
内
儲
説
上
、
七
術
第
三
〇
、
三
八
九
頁
。
円
機
活
法
、
二
四
巻
、
走
獣
門
、
虎
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
円
機
活
法
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

虎

誠
意
が
な
い
こ
の
世
の
中
の
道
理
を
知
ら
せ
る
た
め
に
、
市
場
に
虎
が
い
る
と
い
う
評
判
が
た
つ
の
だ
ろ
う
か
。

韓
非
子
。
龐
恭
は
太
子
と
と
も
に
趙
の
都
邯
鄲
へ
人
質
と
な
っ
た
。（
出
発
の
前
に
）
龐
恭
が
魏
の
王
に
「
今
、
一
人
が
市
場
に
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虎
が
出
た
と
言
っ
た
ら
あ
な
た
は
信
じ
ま
す
か
」
と
申
し
上
げ
る
と
、
王
は
「
信
じ
な
い
」
と
答
え
た
。「
二
人
が
言
っ
た
ら
信

じ
ま
す
か
」
と
聞
く
と
、「
信
じ
な
い
」
と
答
え
た
。「
三
人
が
言
っ
た
な
ら
王
は
信
じ
ま
す
か
」
と
聞
く
と
、「
信
じ
る
だ
ろ
う
」

と
答
え
た
。
そ
こ
で
龐
恭
は
「
そ
も
そ
も
市
場
に
虎
が
出
て
こ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
し
か
し
、
三
人
が
そ
の
よ
う
に
言
え

ば
市
場
に
虎
が
出
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
願
わ
く
ば
王
は
こ
の
こ
と
を
お
察
し
下
さ
い
」
と
言
っ
た
。

﹇
考
察
﹈『
円
機
活
法
』
の
本
文
は
『
韓
非
子
』
の
内
容
を
要
約
し
た
も
の
。『
韓
非
子
』
で
は
邯
鄲
か
ら
戻
っ
た
龐
恭
が
、
魏
王
の
近
臣

た
ち
の
讒
言
に
よ
っ
て
遠
ざ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
続
く
。「
市
に
虎
を
成
す
」
と
は
実
際
に
は
起
こ
り
得
な
い
こ
と
で
も
、
複
数

の
人
が
同
じ
こ
と
を
言
え
ば
現
実
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
例
え
。

（
玉
越
雄
介
）

馬

同
６２９
老
に
け
る
手
馴
の
駒
は
道
な
ら
ぬ
人
の
こ
ゝ
ろ
も
し
る
と
見
え
つ
ゝ

管
仲
隋
馬
、
註
于
冬
部
。

﹇
出
典
﹈
碧
玉
集
、
一
二
四
六
番
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

馬

飼
い
な
ら
し
た
老
馬
は
、
道
か
ら
外
れ
た
人
の
気
持
ち
も
知
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
よ
。

管
仲
隋
馬
の
故
事
は
、
冬
部
に
注
し
た
。（
３００
番
歌
、
参
照
）

﹇
考
察
﹈「
管
仲
隋
馬
」
は
『
韓
非
子
』『
蒙
求
』
に
見
ら
れ
る
故
事
で
、
管
仲
が
道
に
迷
っ
た
時
に
、
老
い
た
馬
を
先
に
進
ま
せ
る
こ
と

で
、
そ
の
智
を
用
い
て
帰
路
を
見
出
し
た
と
い
う
話
。
当
歌
は
人
の
道
か
ら
外
れ
迷
っ
て
い
る
者
の
道
案
内
も
、
老
馬
に
し
て
も
ら
い
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た
い
と
詠
ん
だ
も
の
。碧

﹇
参
考
﹈
行
路
雪

３００
か
ち
人
は
思
ひ
た
え
ね
と
降
つ
も
る
雪
こ
そ
駒
の
道
し
る
へ
な
れ

韓
非
子
、
斉
ノ

桓
公
伐
二

孤
竹
ヲ一

春
往
冬
還
迷
惑
シ
テ

失
スレ

道
ヲ

。
管
仲
曰
、
老
馬
之
智
可
レ

用
。
乃
放
二

老
馬
一

而
隨
之
遂
ニ

得
レ

路
ヲ

。

（
玉
越
雄
介
）

柏
６３０
千
里
を
も
行
よ
り
名
に
や
龍
の
馬
雲
に
も
の
ほ
る
道
は
し
る
ら
ん

爾
雅
曰
、
馬
高
八
尺
以
上
為
レ

龍
。

雑
説
。
世
有
伯
楽
。
然
後
有
千
里
馬
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
六
三
一
番
。
爾
雅
、
釈
畜
。
文
章
規
範
、
雑
説
、
三
四
〇
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
文
章
規
範

下
』
ナ
シ
。『
和
刻
本
辞
書
字
典
集
成

爾
雅
注
疏
』「
八
尺
以
上
為
レ

龍
│
八
尺
シ
テ

為
レ

�
」。

﹇
訳
﹈

（
馬
）

龍
の
馬
は
千
里
を
も
走
れ
る
か
ら
、
名
声
が
立
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
名
馬
は
、
雲
の
上
に
も
上
る
道
を
知
っ
て
い
る
で
あ

ろ
う
。爾

雅
に
よ
る
と
、
馬
の
八
尺
以
上
を
龍
と
為
す
。

雑
説
。
世
の
中
に
は
伯
楽
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
千
里
を
走
る
名
馬
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

﹇
考
察
﹈
西
晋
の
郭
璞
『
爾
雅
』
は
中
国
最
初
の
辞
書
で
、
北
宋
の
邢
�
『
爾
雅
注
疏
』
は
そ
の
注
釈
書
。「
雑
説
」
は
唐
代
の
詩
人
、
韓

愈
の
作
。
当
歌
は
第
三
句
の
「
龍
」
に
「（
名
が
）
立
つ
」
を
掛
け
る
。

（
永
田
あ
や
）

― １７７ ―

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
二
）



牛

同
６３１
か
し
こ
し
な
水
の
に
こ
り
の
世
を
う
し
と
引
か
へ
す
名
は
人
に
の
こ
り
て

逸
士
伝
曰
、
尭
譲
二

天
下
ヲ

於
許
由
一

々
々
逃
レ

之
。
巣
父
聞
レ

之
ヲ

洗
二

其
耳
ヲ

。
樊
仲
文
牽
テレ

牛
ヲ

飲
レ

之
ニ

、
見
テ二

巣
―

父
カ

洗
ヲ一レ

耳
ヲ

、
乃

駆
テレ

牛
ヲ

而
還
ル

。
耻
レ

令
シ
テ
三
レ

牛
ヲ

飲
二

其
ノ

下
―

流
ヲ一

也
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
六
三
四
番
。
事
類
賦
（
四
庫
全
書
）、
巻
七
、
地
部
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』
ナ
シ
。『
事
類
賦
』「
於
許
由
一

々
々
│
于
許
由
由
」「
巣
父
聞
レ

之
ヲ

洗
二

其
耳
ヲ

│
巣
父
聞
而
洗
耳
于
池
濱
」

「
樊
仲
文
│
樊
監
字
仲
文
」「
牽
テレ

牛
ヲ

飲
レ

之
ニ

見
テ二

巣
―

父
カ

洗
ヲ一レ

耳
ヲ

乃
│
方
飲
牛
」「
駆
テレ

牛
ヲ

而
還
ル

│
乃
駆
而
還
」「
其
ノ

下
―

流
ヲ一

也
│
其

洗
耳
之
下
流
」。

﹇
訳
﹈

牛

賢
い
こ
と
だ
な
あ
。
水
が
濁
る
よ
う
に
汚
濁
し
て
い
る
世
を
辛
い
と
思
っ
て
、
牛
に
水
を
飲
ま
せ
ず
引
き
返
し
た
そ
の
名
声
は
人
々
の

間
に
残
っ
て
。

逸
士
伝
に
よ
る
と
、
尭
が
自
分
の
天
下
を
譲
ろ
う
と
し
た
の
で
、
許
由
は
世
を
逃
れ
た
。
巣
父
は
こ
れ
を
聞
い
て
そ
の
耳
を
洗
っ

た
。
樊
仲
文
は
牛
を
牽
い
て
水
を
飲
ま
せ
た
と
こ
ろ
、
巣
父
が
耳
を
洗
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
す
ぐ
に
牛
を
駆
り
立
て
帰
り
、
そ

の
下
流
の
水
を
牛
に
飲
ま
せ
た
こ
と
を
恥
じ
た
。

﹇
考
察
﹈
西
晋
の
皇
甫
謐
『
逸
士
伝
』
は
隠
者
伝
で
、
原
文
は
散
佚
。
北
宋
の
呉
淑
撰
註
『
事
類
賦
』
は
、
詩
文
の
典
拠
を
注
し
た
類
。

当
歌
は
第
三
句
の
「
う
し
」
に
「
牛
」
と
「
憂
し
」
を
掛
け
る
。

（
永
田
あ
や
）

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
二
）

― １７８ ―



柏
６３２
い
に
し
へ
の
春
に
か
へ
ら
ぬ
世
を
う
し
と
花
の
は
や
し
の
か
け
や
こ
ふ
ら
ん

書
。
武
成
。
放
二

牛
ヲ

于
桃
―

林
ノ

之
野
ニ一

示
二

天
下
弗
一レ

服
。

﹇
出
典
﹈
柏
玉
集
、
一
六
三
五
番
。
書
経
、
武
成
、
四
七
一
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
書
経
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

（
牛
）

昔
の
春
に
帰
る
こ
と
の
な
い
世
が
つ
ら
く
て
、
牛
は
桃
花
の
林
の
幻
影
を
恋
し
く
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

書
経
。
武
成
。
牛
を
桃
林
の
野
に
放
っ
て
、
天
下
に
も
は
や
用
い
な
い
こ
と
を
示
し
た
。

﹇
考
察
﹈『
書
経
』
は
牛
を
桃
林
の
野
に
放
ち
、
戦
に
用
い
な
い
こ
と
を
記
し
た
部
分
。
当
歌
は
、
戦
の
な
い
平
和
な
世
を
恋
し
く
思
う
牛

の
心
情
を
詠
ん
だ
も
の
。
当
歌
は
第
三
句
の
「
う
し
」
に
「
牛
」
と
「
憂
し
」
を
掛
け
る
。

（
梅
田
昌
孝
）

虎

６３３
分
い
れ
は
世
の
つ
ね
な
ら
す
山
風
も
は
け
し
き
と
ら
の
か
く
れ
て
や
住

格
物
論
曰
、
虎
山
│

獣
ノ

之
君
状
チ

如
レ

猫
大
サ

如
二

黄
牛
一

云
云
。
百
―

獣
為
ニレ

之
ノ

震
―

恐
風
―

従
テ

而
生
ス

。

淮
南
子
。
虎
―

嘯
テ

而
谷
―

風
至
リ

龍
―

挙
而
景
―

雲
属
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
二
三
〇
九
番
。
円
機
活
法
、
巻
二
四
、
走
獣
門
。
淮
南
子
、
天
文
訓
、
一
三
四
頁
。

﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
円
機
活
法
』『
淮
南
子
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

虎

分
け
入
っ
て
み
る
と
、
尋
常
で
は
な
い
ほ
ど
山
風
も
激
し
く
吹
く
が
、
ど
う
猛
な
虎
が
隠
れ
住
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

― １７９ ―

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
二
）



格
物
論
に
よ
る
と
、
虎
は
山
に
住
む
獣
の
君
主
で
あ
り
、
そ
の
姿
形
は
猫
の
よ
う
で
、
大
き
さ
は
あ
め
牛
の
よ
う
で
あ
る
云
云
。
多
く
の

獣
は
虎
を
震
え
て
恐
れ
、
虎
が
動
く
と
そ
れ
に
従
っ
て
風
が
吹
い
た
。

淮
南
子
。
虎
が
嘯
く
と
谷
風
（
東
風
）
が
吹
き
、
龍
が
天
に
上
ぼ
る
と
瑞
雲
が
あ
つ
ま
る
。

﹇
考
察
﹈
当
歌
は
第
四
句
の
「
は
げ
し
き
」
に
、
山
風
が
激
し
い
と
激
し
い
虎
を
掛
け
る
。

（
梅
田
昌
孝
）

別

６３４
お
も
ひ
を
け
ひ
と
日
も
見
ぬ
は
幾
秋
の
露
を
か
け
来
し
袖
の
わ
か
れ
を

詩
、
采
葛
。
彼
ニ

采
レ

蕭
兮
、
一
│

日
不
レ
ハ
レ

見
、
如
二

三
│

秋
一

兮
。

﹇
出
典
﹈
雪
玉
集
、
三
七
四
七
番
。
詩
経
、
采
葛
、
二
〇
〇
頁
。﹇
異
同
﹈『
新
編
国
歌
大
観
』『
詩
経
』
ナ
シ
。

﹇
訳
﹈

別
れ

覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
一
日
で
も
会
わ
な
い
と
、
幾
度
も
秋
を
重
ね
沢
山
の
露
で
袖
が
濡
れ
る
よ
う
に
、
流
し
続
け
た
涙
で
濡
れ

た
袖
と
の
別
れ
を
。

詩
経
、
采
葛
。
あ
そ
こ
に
カ
ワ
ラ
ヨ
モ
ギ
を
採
っ
て
き
ま
す
（
を
口
実
に
し
て
出
か
け
た
が
彼
は
い
な
い
）。
一
日
会
え
な
い
だ

け
で
、
ま
る
で
秋
を
三
度
重
ね
た
よ
う
に
感
じ
る
。

﹇
考
察
﹈『
詩
経
』
は
「
一
日
三
秋
」
の
基
と
な
っ
た
詩
で
、「
三
秋
」
の
解
釈
は
三
か
月
、
九
か
月
、
三
年
な
ど
諸
説
あ
る
。
当
歌
は
こ

き
ぬ
ぎ
ぬ

の
詩
を
踏
ま
え
て
、
後
朝
の
別
れ
を
詠
ん
だ
女
歌
。

（
山
内
彩
香
）

『
三
玉
挑
事
抄
』
注
釈

雑
部
（
二
）

― １８０ ―




